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　平成２９年に起こった出来事の中から、公民館や市民活動センター、市ホーム
ページでのアンケートなどで選考し、決定しました。
　皆さんにご協力いただき、ありがとうございました。

【
１
月
】

◇
消
防
出
初
式　

◇
成
人
式

◇
カ
ニ
感
謝
祭　

◇
ブ
ラ
ス

フ
ェ
ス
タ　

【
２
月
】

◇
新
た
な
巡
視
船
お
き
就
航

◇
郵
便
局
バ
イ
ク
に
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
導
入　

◇
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会

【
３
月
】

◇
水
木
し
げ
る
生
誕
祭　

◇
カ
ニ
カ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

【
４
月
】

◇
桜
ま
つ
り　

【
５
月
】

◇
市
民
運
動
会　

◇
空
家
等

の
適
正
な
管
理
の
推
進
に
関

す
る
協
定
締
結　

◇
美
保
基

地
航
空
祭

【
６
月
】　

◇
第
３
回
ほ
っ
と
は
あ
と
＆

福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
in
夢

み
な
と
タ
ワ
ー　

◇
浄
化
セ

ン
タ
ー
閉
鎖　

◇
ま
ぐ
ろ
感

謝
祭

【
７
月
】

◇
米
子
鬼
太
郎
空
港
へ
Ｂ

７
８
７
初
就
航　

◇
夕
日
ヶ

丘
『
水
辺
で
乾
杯
』　

◇
み

な
と
祭
・
妖
怪
ジ
ャ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
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成
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来
事

10大 ニ ュ ー ス10大 ニ ュ ー ス
平成２9 年境港市の平成２9 年境港市の

( 平成２９年１２月４日現在・順不同 )
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○環日本海国際フェリー 利用好調（年間）

　日本・韓国・ロシアを結ぶ環日本海国際フェリー

は、境
さかい

港
こう

の利用者が４月に累計２０万人を突破し、

１１月には平成２１年の就航以来初めてとなる年間

３万人を達成しました。

○スポンサーブロンズ像１８体仲間入り（４月）

　水木しげるロードに１８体のスポンサーブロンズ

像が新たに増えました。また、７月には世界妖怪会

議にあわせて３体増え、ブロンズ像は合計で１７４

体となりました。

○クルーズ船寄港数 過去最多（年間）

　昨年３３回だった寄港数が、今年は大幅に伸びて

６１回を記録し、約６万６千人の旅行客が境港を訪

れました。岸壁では市民の皆さんの「おもてなし」や、

郷土芸能などでのお見送りが大変好評です。

○市民体育館 利用再開（４月）

　使用停止となっていた市民体育館の改修工事が完

了し、２年２カ月ぶりに市民の健康づくりの拠点と

して再開されました。さっそく多くの市民が気持ち

のよい汗を流していました。
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【
９
月
】

◇
市
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
芝
生
定
植

◇
第
７
回
み
ん
な
で
選
ぶ
境

港
の
水
産
加
工
大
賞　

◇
健

康
ま
つ
り　

◇
ま
ち
づ
く
り

若
者
委
員
会　

◇
い
き
い
き

浜
っ
こ
祭

【
10
月
】

◇
校
区
審
議
会 

最
終
答
申

提
出　

◇
水
産
ま
つ
り　

◇

鬼
太
郎
カ
ッ
プ
駅
伝　

◇
鳥

取
労
働
局
と
雇
用
対
策
協
定

締
結　

◇
香
港
便
・
エ
ア
ソ

ウ
ル
就
航
１
周
年

【
11
月
】

◇
市
表
彰
式
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
・
金
婚
式
典　

◇
市
民

図
書
館
分
館
閉
館　

◇
原
子

力
防
災
訓
練　

◇
歩
い
て
学

ぶ 

私
た
ち
の
「
境
港
市
民

の
山
」
散
策
ツ
ア
ー　

◇
読

書
ま
つ
り

【
12
月
】

◇
人
権
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

【
年
間
】

◇
高
度
衛
生
管
理
型
市
場
へ

向
け
た
整
備
本
格
化　

◇
子

育
て
支
援
施
策
を
充
実
（
助

成
の
充
実
・
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ

ド
の
カ
ラ
ー
化
・
母
子
健
康

手
帳
ア
プ
リ
な
ど
）
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○水木しげるロードリニューアル工事進む・
世界妖怪会議開催（年間）

　平成３０年７月の完成に向け、着々とリニューア

ル工事が進んでいます。また、工事区間のブロンズ

像をＪＲ境港駅前公園に移設し、世界妖怪会議とし

て特別展示も開催されています。

○竹内南地区貨客船ターミナル 工事本格化（年間）

　平成３１年度内の供用をめざして、現地工事が本

格的に始まりました。ターミナルが完成すれば、物

流の効率化が図られるとともに、急増するクルーズ

客船の対応が可能になるなど、境
さかい

港
こう

の利便性がます

ます高くなります。

○境港市民交流センター（仮称）基本設計完成（３月）

　ホールや図書交流など各機能配置のほか、外観、

構造などを計画した基本設計が完成しました。新た

な施設の整備に向け計画が進んでいます。

○美保基地Ｃ－２輸送機配備（３月）

　現行のＣ－１輸送機に替わる新たな機種として開

発されたＣ－２輸送機が、美保基地へ配備されまし

た。今後は段階的に配備され、計１０機体制となる

予定です。

○てぬぐいひらひら開催（１１月）

　伯州綿を原料に使用した「境
さかい

港
みなと

手
て

拭
ぬぐい

」の完成を記

念し開催されました。全国のご当地手拭いとともに

ひらひらと揺れ、多くの来場者を楽しませました。

○水木しげる記念館 累計入館者３５０万人（８月）

　平成１５年の開館からの累計入館者数が３５０万

人を突破しました。これを記念してセレモニーが開

催され、鬼太郎やねずみ男が祝福しました。
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　任期満了に伴う境港市議会議員一般選挙を、２月４日（日）に実
施します。
　１月２８日（日）が立候補の届出日で、投票日前日の２月３日（土）
まで、７日間にわたって選挙運動が行われます。
　私たち市民にとって一番身近な選挙であり、市の将来を決める大
切な選挙です。
　大切な一票を棄権することなく投票しましょう。

　 ▼問い合わせ先
　　選挙管理委員会事務局（☎４７－１０８１ または １０８２）

境港市議会議員一般選挙　　投票日は投票日は２月４日（日）２月４日（日）

商店や事業所の責任者へのお願い

　職員や従業員の皆さんが、投票しやすいように、ご配

慮をお願いします。

不 在 者 投 票

　指定された病院や施設に入院・入所中の人は、それぞ

れの病院や施設の長に申し出れば不在者投票をすること

ができます。

　仕事などで境港市以外の市町村に滞在している場合は、

投票用紙を境港市選挙管理委員会に請求して、滞在先の

市町村の選挙管理委員会で投票することができます。

　請求の手続き等、詳しいことは境港市選挙管理委員会

事務局にお問い合わせください。

郵便による自宅などからの不在者投票

　身体に一定の重度の障がいがあり、郵便投票証明書の

交付を受けている人は、自宅などで投票用紙に記載して、

郵便で選挙管理委員会に送付することができます。

▼郵便による不在者投票ができる人

（１）身体障害者手帳の交付を受けている人で、以下に

　　　該当する人

◇両下肢、体幹、移動機能（１級か２級）

◇心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸（１級か３級）

◇肝臓、免疫障害（１級から３級まで）

（２）戦傷病者手帳の交付を受けている人で、以下に該

　　　当する人

◇両下肢、体幹（特別項症から第２項症まで）

◇心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓（特

　別項症から第３項症まで）

（３）介護保険の被保険者証の交付を受けている人で、

　　　以下に該当する人

◇要介護状態区分「要介護５」

▼郵便投票による不在者投票の代理記載

　郵便による不在者投票ができる条件に該当する人で、

さらに、次のような障がいをお持ちの人は、あらかじめ

選挙管理委員会に届け出た代理記載人に投票用紙に記入

してもらうことができます。

◇身体障害者手帳の交付を受けており、上肢または視覚

　の障がいが１級の人

◇戦傷病者手帳の交付を受けており、上肢または視覚の

　障がいが特別項症から第２項症までの人

選挙公報をご覧ください

　候補者の氏名、経歴、政見などを掲載した選挙公報を

投票日２日前（２月２日）までに各世帯に郵送します。

なお、市ホームページにも掲載します。
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今 回 の 選 挙 に 投 票 で き る 人

　今回の選挙に投票できるのは、以下の項目すべてに該

当する人です。

◇平成１２年２月５日以前に生まれた人

　（満１８歳以上の人）

◇平成２９年１０月２７日以前から市内に住民登録をし

　て住んでいる人

◇市の選挙人名簿に登録されている人

入 場 券 の 再 交 付

　入場券は、切り離して投票所へご持参ください。

　入場券を無くした、または届かない場合でも、投票所

で申し出れば、入場券が再交付され投票することができ

ます。

文字が書けない人の代理投票

　病気などの理由により自分で文字を書くことができな

い場合は、投票所で申し出てください。係員が本人に代

わって候補者の氏名を記入します。

※家族の人などが代理で記入することはできません。

投票日に用事のある人は期日前投票を

　投票日に仕事や旅行などで投票所へ行けない人は、１

月２９日（月）から２月３日（土）までの間に期日前投

票をすることができます。

　期日前投票は、「期日前投票宣誓書」に必要事項を記

入するだけで簡単にできます。

　期日前投票の時間は、午前８時３０分から午後８時ま

でで、投票所は市役所分庁舎の選挙管理委員会事務局で

す。

投票時間は午前７時から午後８時まで

　投票日には、市内１２カ所に投票所が設けられます。

　有権者の皆さんは、入場券に記載されている投票所で

投票してください。

投票所名 施 設 名

第１投票所 渡公民館

第２投票所 外江公民館

第３投票所 芝町会館

第４投票所 境西地区学習等供用施設
（しおさい会館）

第５投票所 境公民館

第６投票所 境東地区学習等供用施設
（なぎさ会館）

第７投票所 上道公民館

第８投票所 中野町会館

第９投票所 竹内町会館

第 10 投票所 誠道公民館

第 11 投票所 三軒屋町会館別館
（あじさいホール）

第 12 投票所 中浜公民館集会所

境港市議会議員一般選挙　　投票日は境港市議会議員一般選挙　　 ２月４日（日）

入場券の裏面を期日前投票宣誓書として利用できます

　今回の市議会議員選挙から、入場券の裏面を期日前投票の宣誓書として利用いただけます。

　期日前投票をされる場合、宣誓書に記入が必要ですが、事前に記入してご持参いただくと、受け付けが

早くできます。ぜひご活用ください。

　※投票日当日に投票される人は記入不要です。
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申
告
の
準
備
は
お
早
め
に
！

　

還
付
申
告
の
受
け
付
け
は
２
月
１
日（
木
）か
ら 

　
　

行
い
ま
す

【と　き】

　２月１日（木）～３月１５日（木）

　※土・日・祝日は休み

　◇受　付　午前８時３０分～午後４時

　◇申告相談

　　午前９時～正午・午後１時～５時

【ところ】

　市民会館第１会議室（２階）

　※受け付け順に申告相談を行いま

　　す。混み合う際は長時間お待ち

　　いただく場合があります。

▼問い合わせ先
◇米子税務署　
　（☎３２－４１２１）
◇税務課市民税係
　（☎４７－１０１７）

還付申告のお知らせ

　

市
で
は
、
所
得
税
の
還
付
申
告
お
よ
び

市
・
県
民
税
の
申
告
の
受
け
付
け
・
申
告

相
談
を
２
月
１
日
（
木
）
か
ら
行
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
が
始
ま
る
２
月
16
日
（
金
）

以
降
は
、
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
所
得
税
の
還
付
申
告

　

給
与
や
年
金
等
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
額
が
、
本
来
課
税
さ
れ
る
額
よ
り

も
多
い
人
や
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
人
（
医
療
費
控
除
）、
住
宅
取
得
や
一
定

の
増
改
築
の
た
め
に
金
融
機
関
か
ら
借
り

た
借
入
金
残
高
が
あ
る
人
（
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
）
な
ど
は
申
告
す
る
と
、
納

め
過
ぎ
の
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
米
子
税
務
署
で
の
還
付
申
告
の

受
け
付
け
は
１
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
申
告
相
談
（
還
付
申
告
・
確
定
申
告
）

は
２
月
16
日
（
金
）
か
ら
行
い
ま
す
。

○
市
・
県
民
税
の
申
告

　

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
市
に
住
所

が
あ
る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。（
市
・
県

民
税
の
申
告
に
は
、
所
得
税
の
申
告
の
よ

う
な
申
告
不
要
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
申
告
不

要
で
す
。

①
給
与
収
入
の
み
で
、
年
末
調
整
を
さ
れ

　

て
い
る
人

②
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人

③
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

※
申
告
の
必
要
が
な
い
①
、
②
の
人
で
も
、

　

「
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控

　

除
以
外
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

　

合
に
は
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人

で
も
、
所
得
証
明
書
等
の
発
行
や
国
民
健

康
保
険
税
の
判
定
な
ど
に
影
響
が
あ
る
場

合
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
所
得
税
の

　

確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷
し
て
そ
の

ま
ま
提
出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
用
意
す
る
と
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
を
利
用
し
て

提
出
で
き
ま
す
。

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

   h
ttp
://w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/
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還付申告のお知らせ

確定申告書や市・県民税の申告書へのマイナンバー記載等について

①マイナンバー（12ケタ）の記載

　平成28年分の申告から、申告書への申告者本人や控除対象配偶者、

扶養親族、事業専従者のマイナンバーの記載が必要となりました。

②本人確認書類の提示または写しの添付

　マイナンバー記載の申告書を提出する際には、マイナンバーを確認できる通知カード等以外に、

申告者本人の本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。

※控除対象配偶者や扶養親族、事業専従者の本人確認書類は不要です。

□ 印章（スタンプ印は不可）

□ 申告者本人名義の振込先口座がわかる通帳など（還付の場合）

□ マイナンバーが確認できるマイナンバーカードや通知カードなど

□ 本人確認書類またはその写し（マイナンバーカード、運転免許証、保険証など）

□ 所得額が分かるもの

　①給与所得や公的年金に係る雑所得のある人　⇒　源泉徴収票

　②個人年金、生命保険の一時金や損害保険の満期返戻金などのある人

　　⇒　支払調書などの支払いの明細がわかるもの

　③総合課税の配当のある人（分離課税分は除く）

　　⇒　当該配当に関する支払通知書や特定口座年間取引報告書など

□ 控除額が分かるもの

　①生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人　⇒　支払い保険料などの証明書

　②社会保険料控除を受ける人　⇒　健康保険料などの支払い額がわかるもの

　　※国民健康保険税や介護保険料などの納付額がご自身で分かる場合、納付額確認書類などを持参、添

　　　付する必要はありません。

　　※国民年金保険料の支払いがある人は「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の添付が必ず必

　　　要です。

　③本人および控除対象配偶者、扶養親族で障害者控除を受ける人　⇒　障害者手帳、療育手帳など

　④寄附金控除を受ける人　⇒　寄附金の内容がわかる領収書など

　【ふるさと納税ワンストップ特例をご利用の人へ】

　　ふるさと納税ワンストップ特例では、原則、申告不要で寄附金税額特別控除（住民税）が受けられ

　ます。申告書を提出すると、特例申請は無効となりますので、必ず特例分を含めた全ての寄附金の証

　明書をご持参ください。

　⑤医療費控除を受ける人（本誌８ページをご覧ください。）

　⑥住宅借入金等特別控除を受ける人（本誌９ページをご覧ください。）　

申 告 に 必 要 な も の申 告 に 必 要 な も の
申告相談に出かける前に、必要

なものが揃っているか、□ 印

にチェックして確認してみま

しょう！
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　健康の保持増進および疾病予防のための一定の取り組み（※１）を行っており、前年中に本人や家族

のための特定一般用医薬品等（※２）の購入費があるときは、下図の計算方法で医療費控除として所得

から差し引かれます。（従来の医療費控除との併用はできません。）

※１：人間ドックやインフルエンザの予防接種など、法令に基づき行われる取り組みをいいます。

※２：対象となる医薬品は領収書に記載されています。詳しくは厚生労働省ホームページをご覧ください。

▼必要な書類

◇一定の取り組みを行ったことを明らかにする書類（各種検診の領収書または結果通知表（領収書や結果

　通知表に勤務先名称または保険者名の記載があるもの）、予防接種の領収書または予防接種済証など。）

◇セルフメディケーション税制の明細書（領収書を元に、所定の様式へ記入作成してください。）

医 療 費 控 除 の 特 例 医 療 費 控 除 の 特 例 （セルフメディケーション税制）（セルフメディケーション税制）

≪セルフメディケーション税制の計算方法≫

平成２９年中に支払った
特定一般用医薬品等購入費

保 険 金 な ど で
補てんされる金額

12,000 円
セルフメディケーション税制
に係る医療費控除額
（最高8万8千円）

－ － ＝

還付申告のお知らせ

　前年中に、本人や家族が病気やけがなどで治療を受けた際に支払った医療費は、

下図の計算方法で、医療費控除として所得から差し引かれます。

▲

対象となる主なもの

◇医師や歯科医師による診療・治療の費用　　◇入院費（食事代を含む）

◇治療・療養に必要な医薬品の購入費　　◇主治医の証明を受けた介護用おむつの購入費

◇医師の処方に基づく治療のためのマッサージ、指圧、はり、きゅう、柔道整復による施術費

◇介護保険サービスを利用した場合の領収書に記載されている医療費控除相当分

▲

対象とならない主なもの

◇インフルエンザ等の予防接種の費用　◇美容整形の費用　◇通院のための自動車のガソリン代、駐車料金

▼必要な書類

◇医療費控除の明細書（領収書を元に、所定の様式へ記入して作成してください。様式は国税庁ホームページ

　からダウンロードできます。）または、医療保険者等が発行した医療費通知書（※）

◇おむつ使用証明書（寝たきり等による介護用おむつの購入費を申告する場合に必要です。）

※平成２９年分について、境港市国民健康保険、後期高齢者医療保険の医療費通知は対応していません。平

　成３０年１月診療分の通知から対応したものを送付する予定です。

医 療 費 控 除医 療 費 控 除

≪医療費控除の計算方法≫

平成２９年中に
支払った医療費

保 険 金 な ど で
補てんされる金額

１０万円または
所 得 額 の 5 ％
（どちらか少ない額）

医療費控除額
（最高２００万円）

－ － ＝

【医療費控除（特例を含む）の領収書についての注意事項】
　平成２９年分の申告から、領収書の提出の代わりに「医療費控除の明細書」の添付が必要です。領収書

の添付は不要ですが、税務署から提示や提出を求められる場合がありますので、５年間保管してください。

市報さかいみなと　8



▲

要　件

◇住宅取得後６カ月以内に入居し、引き続き入居して

　いること

◇床面積が５０㎡以上の家屋であること

◇家屋の床面積の２分の１以上を自分が住むために使

　用していること

◇新築等のための返済期間が１０年以上となる借入金

　（家屋とともに取得した住宅敷地用土地の借入金も含

　む）があること

◇合計所得金額が３千万円以下の人

◇入居した年またはその前後２年以内の間に「居住用

　財産の譲渡所得の課税の特例」などの特例を受けて

　いないこと

◇増改築などの工事の場合、工事費用が１００万円を

　超えるもの

▲

必要な書類

◇住民票の写し（原本）

※平成２８年１月１日以降に居住を開始した場合は不

　要です。

◇家屋、土地（家屋とともに土地を取得した場合）の登

　記事項証明書（登記簿謄本）

◇借入金の年末残高等証明書

◇請負（売買）契約書など家屋・土地の取得年月日・床

　面積・取得価格がわかる書類（印紙が貼ってあるもの）

　の写し

◇補助金等がある場合、補助金等の額または住宅取得

　資金の贈与を受けた額がわかるものの写し

◇増改築の場合は、建築確認済証・検査済証の写しま

　たは建築士等から交付を受けた増改築等工事証明書

住宅借入金等特別控除住宅借入金等特別控除

◎住宅に関するその他の特別控除

　次の控除を受ける場合は、左記要件と異

なるものがありますので、米子税務署でご

相談ください。

◇バリアフリー改修工事、省エネ改修工事

　に係る特定増改築等住宅借入金等特別控

　除

◇住宅耐震改修特別控除

◇住宅特定改修特別税額控除

◇認定住宅新築等特別税額控除

◎市・県民税の
住宅借入金等特別税額控除

　平成２１年１月１日から平成２９年１２

月３１日までの間に居住し、所得税の住宅

借入金等特別控除を受けた人で、所得税か

ら控除しきれなかった金額がある場合は、

次のいずれかのうち少額のものが翌年度の

市・県民税に住宅借入金等特別控除として

適用されます。

◇所得税の住宅借入金等特別控除可能額の

　うち所得税から控除しきれなかった額

◇所得税の課税総所得金額等の額の５％

　（居住開始日が平成２６年３月末までの

　場合：最高９７，５００円）、または７％

　（居住開始日が平成２６年４月以降の場

　合：最高１３６，５００円）

還付申告のお知らせ

　住宅ローン等を利用して住宅を新築や購入、増改築などをした場合、次の要件をすべて満たすと、住宅借入金

等特別控除を受けることができます。

9　平成３０年１月



市

政

概

要

報

告 

平
成
29
年
度
の
財
政
見
通
し
と

平
成
30
年
度
予
算
編
成
方
針

　

は
じ
め
に
、
本
年
度
の
財
政
見
通
し

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
歳
入
に
お
い
て
、

一
般
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
収
入
は
、

概
ね
当
初
予
算
額
に
見
合
う
額
を
確
保

で
き
る
も
の
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て

も
、
普
通
交
付
税
が
当
初
予
算
額
を
下

回
る
決
定
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
特
別

交
付
税
と
合
わ
せ
た
交
付
総
額
は
予
算

額
を
下
回
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
一
般
財
源
に
、

国
・
県
支
出
金
な
ど
の
特
定
財
源
を
加

え
た
総
額
も
、
概
ね
確
保
で
き
る
も
の

と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
も
、
予

定
し
て
お
り
ま
す
諸
事
業
は
、
概
ね
順

調
に
実
施
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

次
に
、
平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
に

つ
き
ま
し
て
は
、
市
税
収
入
の
大
幅
な

好
転
は
見
込
め
ず
、
地
方
交
付
税
も
減

少
が
続
い
て
い
る
状
況
に
加
え
、
増
大

す
る
社
会
保
障
関
係
経
費
へ
の
対
応
や
、

仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建

設
も
控
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
よ

り
一
層
、
規
律
あ
る
財
政
運
営
に
徹
し
、

国
費
等
の
財
源
の
積
極
的
な
確
保
や
市

債
借
入
お
よ
び
基
金
取
り
崩
し
の
抑
制

を
図
り
な
が
ら
、
歳
出
の
削
減
合
理
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
境
港
市
ま
ち
づ
く
り

総
合
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
施
策
の
推
進
、

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
活
性

化
へ
の
対
応
な
ど
、「
魅
力
と
活
気
に

あ
ふ
れ
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
予
算
編
成

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

連
携
強
化
に
よ
る
一
体
的
発
展

　

本
年
、
境

さ
か
い
こ
う港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

寄
港
回
数
は
61
回
、
乗
客
数
約
６
万
７

千
人
と
い
ず
れ
も
過
去
最
高
を
更
新
し
、

多
く
の
観
光
客
に
山
陰
両
県
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
誘
致
競
争
の
激
化

や
北
朝
鮮
情
勢
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

来
年
の
寄
港
回
数
は
減
少
が
見
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
10
月
11
日
に
、
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
５
市
の
代
表

が
揃
っ
て
ク
ル
ー
ズ
客
船
に
乗
船
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
手
の
ク
ル
ー
ズ
会
社

幹
部
に
直
接
、
境
港
へ
の
さ
ら
な
る
寄

港
な
ど
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
乗
船
客
の
皆
さ
ん
に
、
圏
域

の
Ｐ
Ｒ
や
圏
域
観
光
に
つ
い
て
の
聴
き

取
り
調
査
を
行
っ
た
ほ
か
、
韓
国
・
釜

山
港
と
博
多
港
の
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
機

能
や
お
も
て
な
し
の
対
応
な
ど
も
視
察

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
に
は
、
医
療
機
関
や
も
の

づ
く
り
企
業
が
集
積
す
る
こ
の
圏
域
の

強
み
を
積
極
的
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
産
学
・
医

工
連
携
推
進
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

医
療
機
関
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
医

療
機
器
開
発
と
そ
の
販
路
開
拓
支
援
の

た
め
の
専
門
家
を
配
置
し
、
圏
域
の
産

業
振
興
や
、
雇
用
創
出
、
若
者
定
住
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

環

日

本

海

交

流

　

環
日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
は
、
１
月

か
ら
10
月
末
ま
で
に
境
港
・
東ト
ン
ヘ海

間
を

41
往
復
運
航
し
、
旅
客
数
は
２
万
７
千

人
余
で
、
前
年
比
１
０
８
％
、
ま
た
、

境
港
発
着
の
貨
物
量
は
約
４
１
０
０
ト

ン
で
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

な
お
、
旅
客
数
は
11
月
18
日
に
、
平

成
21
年
の
就
航
以
来
初
め
て
と
な
る
年

間
３
万
人
を
達
成
し
、
24
日
に
は
、
国

際
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
記
念
行

事
を
行
い
、
さ
ら
な
る
航
路
の
利
用
促

進
を
期
す
る
と
と
も
に
、
圏
域
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
に
お
き
ま
し
て
は
、

11
月
に
台
湾
か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が

３
往
復
、
さ
ら
に
今
回
初
め
て
と
な
る

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
２

往
復
運
航
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ソ
ウ
ル
便
は
、
今
月
23
日
か

ら
来
年
３
月
24
日
ま
で
の
間
、
週
５
便

の
運
航
と
な
り
、
１
泊
２
日
で
の
韓
国

旅
行
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
利
便
性
が

格
段
に
向
上
い
た
し
ま
す
。
４
月
以
降

の
継
続
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
も
、

好
調
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
香
港
便
と

と
も
に
、
一
層
の
利
用
促
進
に
関
係
機

関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。観

光

振

興

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
入
り
込
み
客

数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
末
現
在
で

１
７
１
万
人
余
と
な
っ
て
お
り
、
年
間

の
目
標
で
あ
り
ま
す
２
０
０
万
人
を
達

成
で
き
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
例
年
集
客
が
落
ち
る
冬
場
の

対
策
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
や
、
夜
間
の
魅

力
度
向
上
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
の

世
界
妖
怪
会
議
の
会
場
に
あ
ん
ど
ん
を

設
置
す
る
な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ
て

賑
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

水

産

業

　

境
漁
港
に
お
け
る
１
月
か
ら
10
月
末

ま
で
の
水
揚
げ
量
は
、
マ
イ
ワ
シ
や
サ

バ
等
の
豊
漁
に
よ
り
11
万
２
千
ト
ン
余

で
、
前
年
比
１
３
０
％
と
大
幅
に
増
加

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
揚
げ
金
額
に
つ
き
ま
し
て

も
１
５
９
億
６
千
万
円
余
で
、
前
年
比

１
０
２
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 
月
定
例
市
議
会
報
告

　

12
月
定
例
市
議
会
が
12
月
６
日
か
ら
22
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
中
村
市
長
か
ら
市
政
概
要
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

定
例
市
議
会
で
は
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

12

環

日

本

海

交

流

市報さかいみなと　10



　

10
月
に
富
山
県
魚
津
市
で
開
催
さ
れ

た
、
み
な
と
オ
ア
シ
ス
ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル

メ
全
国
大
会
に
、
昨
年
に
続
き
、
市
内

の
企
業
等
が
参
加
さ
れ
、
過
去
最
多
の

出
店
者
の
中
、
準
優
勝
に
輝
く
な
ど
、

境
港
の
水
産
加
工
品
の
魅
力
を
全
国
に

情
報
発
信
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

食
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に
中

野
港
に
お
い
て
、
園
児
が
水
揚
げ
の
見

学
や
、
獲
れ
た
魚
に
触
れ
な
が
ら
魚
の

話
を
聞
く
な
ど
し
て
、
漁
師
と
交
流
す

る
事
業
を
行
っ
た
ほ
か
、
引
き
続
き
フ

ィ
ッ
シ
ュ
キ
ッ
チ
ン
や
カ
ニ
集
会
な
ど

魚
に
親
し
む
食
育
事
業
に
取
り
組
ん
だ

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

農

業

　

米
子
市
・
大
山
町
と
共
同
で
８
月
に

提
案
し
ま
し
た
、「
農
業
分
野
に
お
け

る
外
国
人
労
働
力
活
用
特
区
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
同
様
の
特
区
が
11
月
末
現

在
、
他
に
７
つ
の
自
治
体
か
ら
提
案
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
国
に
お
い
て
、「
特

区
の
数
は
国
家
戦
略
と
し
て
必
要
な
範

囲
に
限
定
し
、
む
や
み
に
追
加
指
定
す

る
考
え
は
な
い
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
採
択
は
大
変
厳
し
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
国
は
、「
規

制
改
革
に
取
り
組
む
熱
意
の
あ
る
自
治

体
に
対
し
て
は
幅
広
く
門
戸
を
開
く
」

と
も
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
取
県
の

協
力
を
得
な
が
ら
荒
廃
農
地
の
解
消
に

向
け
た
「
新
た
な
規
制
改
革
」
を
追
加

し
た
提
案
を
ま
と
め
、
今
月
４
日
、
あ

ら
た
め
て
米
子
市
・
大
山
町
と
共
同
で

国
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

伯
州
綿
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
外

部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
提
案
い
た
だ
い

た
、
伯
州
綿
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
商
品
づ
く
り
と
し
て
、「
境
さ
か
い
み
な
と港

手て
ぬ
ぐ
い拭

」
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

手
拭
の
完
成
記
念
事
業
と
し
て
、
11

月
３
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
海
と
く
ら

し
の
史
料
館
で
開
催
し
た
「
て
ぬ
ぐ
い

ひ
ら
ひ
ら
」
に
は
、
期
間
中
県
内
外
か

ら
２
千
人
以
上
の
来
場
者
が
あ
り
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
中
心
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、

積
極
的
に
交
流
を
図
り
伯
州
綿
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
限
定
で
販
売
し
た
境
港

手
拭
は
、
今
後
、
定
番
商
品
と
し
て
福

祉
の
店
な
ど
で
販
売
す
る
予
定
と
し
て

お
り
ま
す
。

商

工

業

　

産
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会
、
商
工
団

体
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
９
月
18
日

に
米
子
市
で
山
陰
い
い
も
の
マ
ル
シ
ェ

が
開
催
さ
れ
、
２
万
３
千
人
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
圏
域
内
を
中
心
に
83
店
舗
、

そ
の
う
ち
市
内
か
ら
は
５
店
舗
が
出
店

し
、
来
場
者
や
バ
イ
ヤ
ー
企
業
に
、
地

域
の
特
産
品
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
11
月
21
日
に
は
、
米
子
市
で

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
招
致
さ
れ
た
圏
域
外
か

ら
の
バ
イ
ヤ
ー
も
含
め
、
３
０
１
社
、

市
内
か
ら
は
17
社
が
参
加
し
、
７
２
０

件
の
商
談
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月

17
日
に
山
陰
両
県
の
市
町
村
で
は
初
め

て
と
な
る
雇
用
対
策
協
定
を
鳥
取
労
働

局
な
ら
び
に
米
子
公
共
職
業
安
定
所
と

締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
や

障
が
い
の
あ
る
人
、
高
齢
者
な
ど
へ
の

就
労
支
援
の
強
化
、
ま
た
、
外
国
人
を

雇
用
す
る
事
業
所
へ
の
労
務
管
理
に
関

す
る
周
知
啓
発
の
実
施
な
ど
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
雇

用
施
策
の
推
進
が
図
れ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

水

木

し

げ

る

ロ

ー

ド

の

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
ブ
ロ

ン
ズ
像
や
植
栽
、
照
明
設
備
の
設
置
な

ど
を
含
め
、
全
線
に
わ
た
っ
て
道
路
改

良
工
事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

工
事
の
進
捗
状
況
と
し
ま
し
て
は
、

歩
道
用
舗
装
材
の
製
作
に
時
間
を
要
す

る
な
ど
で
若
干
の
遅
れ
は
あ
る
も
の
の
、

来
年
７
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
鋭
意
作
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

中

海

護

岸

整

備

　

渡
漁
港
周
辺
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
海
沿
い
の
道
路
整
備
に
伴
う
樋
門
改

築
工
事
を
河
川
管
理
者
で
あ
る
国
土
交

通
省
と
委
託
契
約
を
結
び
、
11
月
か
ら

着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
工
事

が
順
調
に
進
み
ま
す
と
、
来
年
８
月
に

完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

西
工
業
団
地
の
護
岸
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
に
よ
る
貯
木
場
開
口
部
周

辺
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
計
画

さ
れ
て
い
る
延
長
１
６
０
０
メ
ー
ト
ル

の
う
ち
４
０
０
メ
ー
ト
ル
が
本
年
度
中

に
完
成
す
る
予
定
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
貯
木
場
開
口
部
の
締
切
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
平
成
30
年
度
の
着
手

に
向
け
、
貯
木
場
所
有
者
と
最
終
協
議

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

港

湾

整

備

　

竹
内
南
地
区
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
土
交
通

省
に
よ
る
岸
壁
の
整
備
と
、
境
港
管
理

組
合
に
よ
る
旅
客
上
屋
等
の
整
備
が
行

わ
れ
て
お
り
、
平
成
31
年
度
の
完
成
に

向
け
て
、
と
も
に
順
調
に
進
ん
で
い
る

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
全
体
事
業
費
93
億
円
の
う
ち
、

本
年
度
末
ま
で
の
事
業
費
の
累
計
は
、

約
31
億
円
、
事
業
費
ベ
ー
ス
の
進
捗
率

は
、
約
34
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま

す
。

道

路

整

備

　

本
年
度
、
舗
装
修
繕
や
側
溝
改
修
を

予
定
し
て
い
る
11
路
線
の
う
ち
、
現
在
、

２
路
線
が
完
了
し
、
６
路
線
に
お
い
て

工
事
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
残
る
３
路
線
に
つ
き
ま
し
て
も
来

年
１
月
の
工
事
着
手
に
向
け
鋭
意
準
備

を
進
め
て
お
り
、
本
年
度
中
に
全
工
事

が
完
了
す
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
２
路
線
に
お
い
て
地
元
と
の

協
議
が
整
い
ま
し
た
の
で
測
量
と
設
計

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
道
渡
余
子
停
車
場
線
の
バ

イ
パ
ス
整
備
と
Ｊ
Ｒ
境
線
と
の
立
体
交

差
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鳥
取
県
に
お
い

て
調
査
・
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

本
年
度
中
に
一
定
の
方
向
性
が
示
さ
れ

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

公

共

下

水

道

の

整

備

　

公
共
下
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県

道
米
子
境
港
線
に
敷
設
す
る
境
港
２
号

汚
水
幹
線
は
外
江
町
の
市
道
外
港
外
江

線
の
交
差
点
ま
で
、
渡
公
民
館
前
の
道

路
に
敷
設
す
る
渡
２
号
汚
水
幹
線
は
渡

郵
便
局
ま
で
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
渡
町
の
ほ
か
、
米
川
町
の
一

部
で
汚
水
枝
線
の
面
整
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
度
末
の
人
口

普
及
率
は
約
73
％
を
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。
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防

災

対

策

　

地
震
、
津
波
災
害
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
10
月
29
日
に
、
渡
地
区
自
治
連

合
会
と
共
催
で
、
避
難
訓
練
と
防
災
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
緊

急
地
震
速
報
の
放
送
を
合
図
に
、
身
を

守
る
た
め
の
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を

実
施
し
、
市
が
指
定
し
て
い
る
最
寄
り

の
津
波
避
難
ビ
ル
等
に
徒
歩
で
避
難
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
防
災
研
修
に
は
、
約

４
０
０
人
が
参
加
さ
れ
、
災
害
発
生
時

の
自
助
・
共
助
の
大
切
さ
や
取
る
べ
き

行
動
等
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

原
子
力
災
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

11
月
17
日
に
災
害
対
策
本
部
の
運
営
訓

練
と
し
て
、
国
と
山
陰
両
県
お
よ
び
６

市
で
テ
レ
ビ
会
議
に
よ
る
情
報
共
有
や

指
示
伝
達
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
19
日
の
住
民
避
難
訓
練

で
は
、
市
内
全
域
に
緊
急
速
報
エ
リ
ア

メ
ー
ル
の
訓
練
配
信
を
行
っ
た
う
え
で
、

外
江
、
境
、
余
子
の
３
地
区
か
ら
、
約

１
０
０
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
訓

練
や
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
吉
津
を
避
難

退
域
時
検
査
会
場
と
し
た
被
ば
く
検
査

等
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

合
わ
せ
て
、
済
生
会
境
港
総
合
病
院

で
は
、
自
衛
隊
と
連
携
し
た
入
院
患
者

の
搬
送
訓
練
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
、
訓
練
で
の
課
題
を
検
証
し
、

避
難
計
画
の
実
効
性
を
よ
り
高
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

環

境

施

策

　

昨
年
度
末
に
策
定
し
た
境
港
市
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減
実
行
計
画
に
基
づ

く
取
り
組
み
と
し
て
、
本
年
度
は
、
市

役
所
庁
舎
の
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
、

空
調
設
備
の
高
効
率
機
器
へ
の
更
新
な

ど
、
庁
舎
施
設
に
係
る
省
エ
ネ
対
策
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
生
ご
み
や
枝
木
・
刈
草
の

堆
肥
化
、
衣
類
・
布
団
類
、
軟
質
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
の
固
形
燃
料
化
、
使
用
済

み
紙
お
む
つ
の
炭
化
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
分
別
回
収
量
は
、

新
た
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
者
等

も
加
わ
り
、
前
年
同
時
期
と
比
べ
２
倍

以
上
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
燃
ご
み
か
ら
回
収
し
た
小

型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
と

し
て
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
を
、

小
型
家
電
か
ら
抽
出
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

金
属
で
製
作
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
10

月
か
ら
参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

学

校

教

育

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入

に
つ
き
ま
し
て
は
、
準
備
委
員
会
を
中

心
に
、
第
一
中
学
校
区
か
ら
準
備
を
進

め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
「
子
ど
も
の

未
来
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
３
回
開
催
し
、
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
小
中
学
校
の
編
成
に

つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
12
日
に
、
校
区

審
議
会
か
ら
「
小
中
一
貫
校
の
開
設
が

望
ま
し
い
」
と
の
最
終
答
申
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
、
教
育
委
員
会
に
お

い
て
答
申
を
踏
ま
え
た
将
来
の
学
校
の

在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
方
向

性
を
定
め
て
ま
い
り
ま
す
。

社

会

教

育

　

10
月
に
開
催
し
た
、
日
韓
ロ
国
際
交

流
第
17
回
鬼
太
郎
カ
ッ
プ
境
港
駅
伝
競

走
大
会
に
は
、
本
年
も
ロ
シ
ア
・
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
市
チ
ー
ム
に
参
加
い
た
だ

き
、
県
外
の
有
力
な
実
業
団
チ
ー
ム
な

ど
と
と
も
に
健
脚
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
大
会
前
日
に
は
、
小
学
生
陸
上
ク

ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
と
練
習
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
合
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
月
中

に
実
施
設
計
の
契
約
を
行
う
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
管
理
運
営
計
画
に
つ
き
ま
し

て
は
、
年
明
け
に
第
１
回
目
の
検
討
委

員
会
を
開
催
し
、
今
後
２
カ
年
を
か
け

て
新
た
な
施
設
の
運
営
方
法
な
ど
に
つ

い
て
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

子

育

て

支

援

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
専
門
職
員
に
よ
る
面
談
、
訪
問
等

に
よ
る
き
め
細
か
な
相
談
対
応
と
支
援

を
継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
、
電
子
メ

ー
ル
に
よ
る
相
談
登
録
者
も
着
実
に
増

え
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
今
月
か
ら
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
母
子
健
康
手
帳
ア

プ
リ
に
よ
る
情
報
配
信
に
も
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

歯
科
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
従
来
、
１
歳
６
カ
月
児

健
診
と
３
歳
児
健
診
に
お
い
て
実
施
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
の
期
間
に

も
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
本
年
度
か
ら
対

象
を
拡
大
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
に
歯
科
衛
生
士
を
招
い
て
親

子
は
み
が
き
教
室
を
こ
れ
ま
で
に
２
回

開
催
す
る
な
ど
、
む
し
歯
予
防
に
重
点

を
置
い
た
健
康
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

障

が

い

者

福

祉

　

本
年
度
、
新
た
に
高
齢
の
聴
覚
障
が

い
者
の
人
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た

め
、
10
月
か
ら
西
部
９
市
町
村
合
同
で

常
設
型
サ
ロ
ン
の
事
業
委
託
を
行
っ
て

お
り
、
日
中
活
動
の
場
と
し
て
、
ま
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
気

軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
人
工
透
析
患
者
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
通
院
時
の
交
通
費
の
助

成
を
行
っ
て
お
り
、
上
半
期
は
24
人
の

人
に
ご
利
用
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

高

齢

者

福

祉

　

市
直
営
で
一
本
化
し
ま
し
た
境
港
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
本
年
10

月
で
業
務
開
始
か
ら
１
年
が
経
過
い
た

し
ま
し
た
。
本
年
度
上
半
期
は
、
総
合

相
談
が
７
０
３
件
で
前
年
比
１
３
９
％
、

介
護
予
防
支
援
件
数
が
２
２
１
３
件
で

前
年
比
１
０
７
％
と
な
る
な
ど
、
大
変

多
く
の
人
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
、
介
護
予
防
事

業
と
し
て
、
運
動
器
機
能
や
口
腔
機
能

の
向
上
に
着
目
し
た
、
い
き
い
き
百
歳

体
操
や
、
健け

ん
こ
う口

づ
く
り
教
室
を
各
公
民

館
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
さ
れ

た
人
々
が
広
く
声
か
け
し
な
が
ら
地
域

で
の
自
主
活
動
と
し
て
継
続
し
て
取
り

組
ま
れ
る
な
ど
、
健
康
寿
命
延
伸
に
対

す
る
関
心
の
高
ま
り
を
実
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

学

校

教

育

社

会

教

育

防

災

対

策

高

齢

者

福

祉

環

境

施

策
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国

民

健

康

保

険

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、

医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営
を
目

的
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
都
道
府
県

が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
運

営
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
新
た
な
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

窓
口
業
務
や
、
特
定
健
診
な
ど
の
保

健
事
業
は
引
き
続
き
市
が
行
い
ま
す
が
、

保
険
税
の
算
定
の
仕
組
み
が
変
わ
る
た

め
、
現
在
、
鳥
取
県
に
お
い
て
市
町
村

ご
と
の
標
準
的
な
保
険
税
率
等
が
検
討

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
こ
の

検
討
結
果
を
も
と
に
、
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
に
お
い
て
新
た
な
保
険
税

の
税
率
な
ど
を
審
議
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
取
県
で
は
制
度
改
革
を
機

に
、
県
内
の
国
民
健
康
保
険
事
務
の
標

準
化
も
め
ざ
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ

き
ま
し
て
も
、
現
在
、
県
と
市
町
村
で

協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。可

決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
の
補
正
予
算
（
第
４
号
）

《
歳
出
の
主
な
内
容
》

【
総
務
費
】

　

市
民
会
館
の
解
体
に
伴
い
、
庁
舎
周

辺
駐
車
場
等
を
整
備
す
る
工
事
費
２
２

８
６
万
円
余
、
魚
と
鬼
太
郎
の
ま
ち
境

港
ふ
る
さ
と
基
金
へ
の
積
立
金
２
億
２

０
０
０
万
円
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額

の
増
加
に
伴
う
、
寄
附
を
頂
い
た
人
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
費
用
等
１
億
２
２
９
８

万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ

レ
・
フ
ェ
ン
ス
改
修
等
の
環
境
整
備
事

業
費
８
４
８
万
円
余
、
市
内
の
保
育
関

係
施
設
に
配
備
す
る
簡
易
テ
ン
ト
等
の

購
入
経
費
２
０
０
万
円
、
防
犯
対
策
を

行
う
私
立
保
育
園
へ
の
補
助
金
１
８
５

万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

受
給
対
象
件
数
の
増
加
に
伴
う
、
未

熟
児
養
育
医
療
費
給
付
金
83
万
円
余
を

増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
を
図
る
た

め
の
施
設
整
備
を
行
う
仲
買
業
者
へ
の

補
助
金
１
６
６
万
円
余
を
増
額
。

【
土
木
費
】

　

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

増
額
に
伴
う
、
中
海
護
岸
の
樋
門
改
築

工
事
委
託
費
１
０
８
０
万
円
、
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に

伴
う
、
水
道
管
移
設
補
償
費
６
９
７
万

円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
教
育
費
】

　

準
要
保
護
者
に
支
給
す
る
新
入
学
児

童
生
徒
学
用
品
費
の
単
価
改
正
お
よ
び

入
学
す
る
年
度
の
開
始
前
に
支
給
す
る

た
め
の
就
学
援
助
費
２
０
６
万
円
余
、

対
象
園
児
数
の
増
加
に
伴
う
、
幼
稚
園

就
園
奨
励
費
97
万
円
余
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
。

《
歳
入
の
主
な
内
容
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど
を

計
上
す
る
ほ
か
、
基
金
繰
入
金
お
よ
び

市
債
を
増
額
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
２
６
３
１

万
４
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
１

６
８
億
５
３
３
５
万
６
千
円
と
し
ま
し

た
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

年
度
内
に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ

る
庁
舎
車
庫
お
よ
び
駐
車
場
整
備
事
業

な
ど
３
事
業
に
つ
い
て
設
定
。

《
債
務
負
担
行
為
》

　

境
港
市
営
竜
ケ
山
球
場
な
ど
の
体
育

施
設
や
境
港
市
民
温
水
プ
ー
ル
、
境
港

日
曜
休
日
応
急
診
療
所
の
管
理
委
託
料

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
追
加
。

■
一
般
会
計
の
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
給
与
改
定
や

退
職
者
数
の
増
加
な
ど
に
伴
う
人
件
費

合
わ
せ
て
５
４
７
９
万
円
、
下
水
道
事

業
費
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
２
５
２
万

円
余
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
財
源
と
し
て
基
金
繰
入
金
お
よ
び

市
債
を
増
額
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
７
３
１
万
６

千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
１
６
９

億
１
０
６
７
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

利
用
件
数
の
増
加
に
伴
う
、
通
所
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
負
担
金
６
７
０

万
円
余
を
増
額
す
る
な
ど
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
７
０
２
万
４
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
37
億
６
９
６
９
万
８
千
円

と
し
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

保
険
料
軽
減
対
象
者
の
増
加
等
に
伴

い
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
１
１
７
万
円
余
を
増
額
す
る
な
ど
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
６
万
１
千
円

を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
３
億
９
６
７

４
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
給
与
改
定
な

ど
に
伴
う
人
件
費
２
５
２
万
６
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
を
26
億
３
８
１
８

万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る

地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び

活
性
化
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に

お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

固
定
資
産
税
を
課
税
免
除
す
る
特
例
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

職
員
の
勤
勉
手
当
お
よ
び
給
料
月
額

な
ら
び
に
特
別
職
等
の
期
末
手
当
に
つ

い
て
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

■
境
港
市
営
竜
ケ
山
球
場
な
ど
６
つ
の

体
育
施
設
の
指
定
管
理
者
に
、
引
き
続

き
境
港
市
体
育
協
会
を
指
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て

■
境
港
市
民
温
水
プ
ー
ル
の
指
定
管
理

者
に
、
引
き
続
き
境
港
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

■
境
港
日
曜
休
日
応
急
診
療
所
の
指
定

管
理
者
に
、
引
き
続
き
境
港
医
師
協
会

を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

委

員

会

提

出

議

案

■
境
港
市
議
会
委
員
会
条
例
及
び
境
港

市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

陳
情
等
の
審
議
結
果

■
不
採
択

◇
一
日
も
早
い
中
海
の
再
生
を
求
め
る

　

陳
情

１２月定例市議会報告

国

民

健

康

保

険
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～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

 本と過ごす、穏やかなひととき
　第１３回境港市読書活動推進大会

　市民図書館、市民会館周辺を会場に、境港市読書まつり

を１１月２５日（土）に開催しました。

　会場各所では、「こんな図書館があったらいいな 未来を

ひらく図書館の可能性」と題した講演会のほか、市内小・

中学校・高等学校図書館の取り組みを紹介した学校図書館

展示、読みメンによるお話し会、図書館廃棄本の無料提供

などが行われました。

　この日訪れたお客さんは、本とふれあい、ゆったりした

気持ちで楽しいひとときを過ごしました。

 手づくりリースでクリスマス
　伯州綿ワークショップ

　伯州綿連絡協議会が、１２月２日（土）にファンクラブ

向けイベント「伯州綿ワークショップ」を開催しました。

　環境学習活動に取り組む「フィールドソサイエティー・

法然院森のセンター」の久山慶子さんを講師に迎え、伯州

綿のワタガラを使ったクリスマスリースを作りました。

　当日は、親子連れを中心に２０人が参加しました。伯州

綿の綿・ワタガラや松ぼっくりのほか、森で採れた木の実

などを使って飾り付け、それぞれが思い思いのリースを作

成しました。

《
女
子
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
チ
ー
ム

ポ
ピ
ー
ズ
》

【
団
体
紹
介
】

　

私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、
別
の
体
操
の
グ

ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
た
人
た
ち
の
中
で
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
た
い
仲
間

が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
す
。
現

在
は
約
16
人
で
活
動
し
て
お
り
、
ポ
ピ
ー
ズ

と
し
て
活
動
し
始
め
て
か
ら
、
約
20
年
が
経

ち
ま
す
。
健
康
維
持
や
運
動
不
足
解
消
の
た

め
、
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

【
主
な
活
動
内
容
】

　

こ
の
チ
ー
ム
で
特
に
大
会
な
ど
に
は
出
場

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
、

和
気
あ
い
あ
い
と
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

≪

練
習
日
・
場
所≫

　

毎
週
月
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

　

第
２
市
民
体
育
館　

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

年
齢
に
関
係
な
く
、
健
康
維
持
や
親
睦
を

深
め
、
加
え
て
外
観
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

心
の
美
し
さ
、
優
し
さ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

毎
回
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
私
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く

運
動
し
、
気
持
ち
の
良
い
汗
を
か
い
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

い
つ
で
も
門
戸
は
開
い
て
い
ま
す
。
初
め

て
の
人
で
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

出
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

門
脇
順

じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん

　
　
（
☎
０
９
０
‐
３
３
７
８
‐
４
２
４
０
）
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～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

 防災について考えましょう
　さかいみなと消防フェア

　消防活動への理解を深め、日頃より防災意識を高めても

らおうと、さかいみなと消防フェアが１１月２３日（木・祝）

に境港消防署で行われました。

　会場では、市内消防団や消防署の消防車両や機材の展示

のほか、訓練展示や放水・地震体験、炊き出しなどが行わ

れました。来場者は普段見ることのない機材を見たり、災

害時の状況を疑似体験することで、災害が実際に起こった

時に、どう行動すればよいのかを学んでいました。

　日頃から、防災意識を高め、災害に備えましょう。

 絆がはぐくむ人権のまちづくり
　境港市人権ふれあいフェスティバル

　一人ひとりを大切にした「人権を尊重するまちづくり」

を推進するため、境港市人権ふれあいフェスティバルを

１２月１０日（日）に文化ホールで開催しました。

　今年は「かけがえのない『命の大切さ』」と題し、大西

純子さん（認定ＮＰＯピース・ウィンズジャパン）による

講演と災害救助犬の夢
ゆめ

之
の

丞
すけ

（もと保護犬）とハルクによる

実演のほか、市内小・中学校の人権作品の展示や、バザー

なども開催されました。来場者はたった一つしかない「命

の大切さ」と「人権」について、理解を深めました。

皆さんのグループの活動を市報で
　　　　　　　紹介してみませんか？

　市報さかいみなとでは、市内で活動されているグループを毎月紹介しています。

　皆さんのグループ活動の様子を、市民に広く知っていただく、一助となればと考えています。

　芸術、スポーツ、ボランティアなど、市内で活動されているグループはもちろん、各地区の公民館を

会場に活動されている自主活動サークルの皆さんも大歓迎です！

　グループで開催されるイベント案内も兼ねて、グループの活動を紹介していただいてもかまいません。

また、ご希望があれば、活動風景の取材・撮影にも伺いますので、お気軽にお問い合わせください。

▼申し込み・問い合わせ先
　地域振興課広報情報係
　　☎４７－１０１０

　 　 Mail chiikishinkou@city.sakaimianto.lg.jp

15　平成３０年１月



情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

　冬季は、積雪や凍結によるスリップ事故が多発します。

　車のタイヤは、冬用タイヤへの交換を確実に行い、大

雪に備えて、スコップやタイヤチェーンなどを備えてお

きましょう。

　また、積雪のある道路や、凍結した道路を走行すると

きは、次の点に注意して運転しましょう。

○スピードは控えめに、車間距離を十分保ちましょう

○急ブレーキ・急ハンドル・急加速など、「急」のつく

　運転はしないようにしましょう

　１月は死亡事故が多く発生しています。体調管理を行

い緊張感をもって、安全運転を心がけましょう。

境港警察署（☎ 44 － 0110）

冬季の交通事故防止

自治防災課危機管理室（☎ 47 － 1071）

　日頃から災害時に必要なものを整理し、「自分にとっ

て、わが家にとって」いざという時に備えましょう。

【備蓄品の例】～数日間は備蓄で乗り切る～

◇食料品、飲料水

　お米やアルファ化米、缶詰、レトルト食品、水（大人

１人１日あたり３ℓが目安）など

◇燃料、工具類、その他

　衛生用品、薬、卓上タイプのカセット

コンロ、ランタン など

【備蓄のヒント】

◇ローリングストック（回転備蓄）法

　日常使っている飲食物を大目に購入しておき、消費し

たら補充する方法です。缶詰めやレトルト食品など消費

期限が長い食品も適しています。

　消費期限切れを防ぎ、災害時にも役立つ一石二鳥の方

法です。

◇満タン＆灯油プラス１缶運動

　災害時は、燃料の入手が困難になることが予想されま

す。日頃から「車のタンクは満タン」にし、冬場は特に、

灯油を「１缶加えて」備えましょう。

22日頃からの災害への備え日頃からの災害への備え

備蓄について

　

【
境
港
と
小
泉
八
雲
】

　

明
治
23
年
（
１
８
９
０
年
）、
小
泉
八

雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
は
40
歳

で
来
日
し
、
松
江
中
学
の
英
語
教
師
と
し

て
、
憧
れ
で
あ
っ
た
古
事
記
ゆ
か
り
の
地

「
出
雲
の
国
」
へ
赴
任
し
ま
す
。
わ
ず
か

１
年
３
カ
月
で
し
た
が
、
山
陰
が
と
て
も

気
に
入
り
、
熊
本
第
五
高
等
学
校
赴
任
後

も
、
ギ
リ
シ
ア
の
レ
フ
カ
ダ
島
（
母
の
出

身
地
）に
似
て
い
る
お
気
に
入
り
の
島「
隠

岐
」
や
松
江
を
訪
れ
、
美
保
関
や
境
港
に

も
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

　

八
雲
は
著
書
「
日
本
の
面
影
」
の
中
で
、

明
治
25
年
（
１
８
９
２
年
）
夏
に
訪
れ
た

境
港
の
こ
と
を
、
荷
揚
げ
唄
と
共
に
次
の

よ
う
に
触
れ
て
い
ま
す
。

　

境
の
港
は
美
し
く
、
出
雲
の
高
地
に
よ

り
嵐
か
ら
完
全
に
護
ら
れ
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
船
を
収
容
で
き
る
深
さ
も
あ
る
。
北
前

船
や
汽
船
が
ひ
し
め
き
、
は
つ
ら
つ
と
働

く
人
々
で
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

【
仲な
か

士し

の
荷
揚
げ
唄
】

「
ド
ッ
コ
エ
、
ド
ッ
コ
エ
」

「
親
だ
よ
、
親
だ
よ
」（
重
た
い
荷
物
）

「
女
子
の
子
ォ
だ
」（
軽
い
荷
物
）

「
松
江
だ
、
松
江
だ
」（
荷
の
行
き
先
）
…
。

　

ま
た
、
境
大お

お

社
や
し
ろ

の
前
で
鬼お

に

事ご
と

（
鬼
ご
っ

こ
の
よ
う
な
遊
び
）
を
し
て
荒
々
し
く
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
の
様
子
も
、
興
味
深
く
見

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

隠
岐
か
ら
の
帰
途
、
八
雲
夫
妻
は
栄
町

の
香
川
旅
館
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

偶
然
に
見
た
境
港
の
盆
踊
り
の
勇
壮
ぶ
り

を
、
そ
の
後
八
雲
は
い
つ
も
口
に
し
て
い

た
と
、
セ
ツ
夫
人
が
「
思
い
出
の
記
」
に

記
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
29
年
（
１
８
９
６
年
）
に
は
、
大

好
き
な
海
水
浴
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
、
海

水
パ
ン
ツ
を
は
い
て
境
水
道
を
泳
い
だ
の

は
八
雲
が
第
１
号
で
あ
っ
た
ろ
う
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
境
港
は
港
湾
整
備
が
更
に
進
み
、

貨
物
船
に
加
え
、
増
加
す
る
大
型
客
船
の

寄
港
に
よ
り
多
く
の
外
国
人
が
こ
の
圏
域

に
来
訪
さ
れ
ま
す
。
当
時
、
八
雲
が
感
じ

た
魅
力
を
、
遠
く
訪
ね
て
来
ら
れ
る
皆
さ

ん
に
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の

山
陰
や
日
本
の
良
さ
を
理
解
し
て
も
ら
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
参
考
）「
境
港
市
史
」「
新
修
境
港
市
史
」

「
小
泉
八
雲
隠
岐
訪
問
百
年
記
念
シ
ン
ポ

（
八
雲
会
）」
等

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
６６
））　　

　
　
　

　
　
　

  

〜〜
北
前
船
⑥

北
前
船
⑥
〜〜

境港之真景（明治２９年）

市報さかいみなと　16



情報あらかると

　新成人の皆さん、おめでとうございます。

　未成年として保護されていた今までとは違い、成人と

なったこれからは契約上の責任を負うことになります。

　２０歳を過ぎた若者を狙う悪質業者も存在するので注

意が必要です。

【マルチ商法・サイドビジネス商法】

　「簡単に儲かる話がある」と勧誘し、「儲かるため」と

して高額な商品などを購入させます。ＳＮＳを利用して

行う勧誘もあります。しかし簡単に収入を得ることはで

きず、高額な支払いが残ることになります。

【美容に関する契約】

　脱毛エステ・痩身エステなど美容に関するトラブルに

も注意が必要です。「お試し」「モニター募集」などイン

ターネット等の広告につられて店舗に出かけ、断れない

雰囲気の中で高額な契約をしてしまったというトラブル

も発生しています。

【出会い系サイト】

　ＳＮＳで知り合った異性から誘われ会ってみると、実

は高額な商品の勧誘だったというトラブルも発生してい

ます。恋愛感情を抱かせ断りにくい状況にします。

△▼△トラブルに遭わないために△▼△

○契約は口約束でも成立し、一度成立した契約は自己都

　合で簡単にやめることはできません。その場で契約せ

　ず、冷静になって考えましょう。

○不要な契約はきっぱり断る勇気を持ちましょう。

○トラブルに遭ったら早めに相談しましょう。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

成人された皆さんへ
　消費者トラブルに注意しましょう

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

188消費生活相談室です消費生活相談室です

　今年度の肺がん検診はもう受けられましたか？「去

年受けて異常なしだったから、今年は受けなくていい」

と考えてはいませんか？

　「人間ドックや市の検診で、初期のがんが見つかり、

早い段階で治療ができ、元気に過ごせている。受けて

良かった」という声もお聞きしました。まさに、この

ことが定期的に検診を受ける意味なのです。

　肺がんの種類や進行の度合いによって異なりますが、

肺がんの５年生存率は、全がんの平均よりも下回って

おり、ステージⅠの場合は７１．７％ですが、ステー

ジⅣの場合は４．３％と急激に低下します。（国立がん

センターのデータより）進行性のがんは発病して１～

２年で進行し、気づいた時には治療が難しい状態に

なっていることがあります。早期にがんを見つけるた

めにも、少なくとも年１回は検診を受けてください。

　市の肺がん検診は、胸のレントゲン撮影だけで、通

常は約２千円の検診費用も無料です。４０歳以上の人

が対象で、身近な医療機関で２月末まで受けられます

（健康推進課への申し込みが必要）。平日の受診が難し

い人は、１月２１日（日）と２月２５日（日）の午前

９時から１１時に保健相談センターで受けられます

（予約不要）。受診券を持参し、お越しください。

▼問い合わせ先　健康推進課（☎４７－１０４１）

保健師の
　ちょっと一言

肺がん検診は毎年受けるもの

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 173

日本（国別順位） １１１位から、１１４位へ
～ジェンダー・ギャップ指数 ２０１７～

　１１月２日、『世界経済フォーラム』は、男女格差

の度合いを示す「ジェンダー・ギャップ指数」の報告

書【２０１７年版】を発表しました。

　ジェンダー格差指数は、「経済活動への参加と機会」

「政治への参加と権限」「教育の到達度」「健康と生存率」

の４分野で、男女平等の度合いを指数化し、順位を決

めます。

　日本は、世界１４４カ国中１１４位となり、過去最

低だった昨年の１１１位より、更に３位下がりました。

　私たちは、一人ひとりが持っている能力をフルに活

かすことができる「働きやすい職場づくり」や「住み

よい社会づくり」を目指し、男性も女性も協力し合っ

て、平等のあり方を理解し、深めていかなくてはなり

ません。これからの社会においては、さまざまな分野

で、性差にとらわれることなく、男性も女性も、リー

ダーシップを遺憾なく発揮することが求められます。

　私たちの身のまわりの「男女平等・男女格差」に目

を向けてみましょう。

　この指数は、経済、教育、政治、保健の４つの分野の資料
から作成され、０が完全不平等、１が完全平等を示していま
す。 【「ｼﾞｪﾝﾀﾞｰｷﾞｬｯﾌﾟ指数」報告書（2017年版）による】

17　平成３０年１月
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家
屋
調
査
の
お
願
い

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
家
屋
は
、

固
定
資
産
税
課
税
の
た
め
家
屋
調
査

が
必
要
で
す
。
調
査
員
が
調
査
に
伺

い
ま
す
の
で
、
調
査
が
終
了
し
て
い

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
家
屋
の
新
築
・
増
築

　

昨
年
中
に
新
築
・
増
築
し
た
家
屋

（
物
置
、
車
庫
を
含
む
）
は
、
平
成

30
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

▼
家
屋
の
取
り
壊
し

　

昨
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。

▼
家
屋
の
用
途
変
更

　

店
舗
・
倉
庫
な
ど
で
使
用
し
て
い

た
家
屋
を
改
修
し
住
宅
に
す
る
な
ど

用
途
変
更
し
た
場
合
、
翌
年
度
以
降

の
税
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
用
途
を
住
宅
に
変
更
し
た
場

合
、
住
宅
用
地
の
特
例
で
土
地
の
税

額
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
内
容
に

　

変
更
が
生
じ
た
場
合
、
法
務
局
へ

　

の
届
け
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

　

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

　

事
業
者
は
、
法
の
定
め
に
よ
り
毎

年
１
月
１
日
現
在
で
所
有
す
る
償
却

資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
申
告
対
象
者

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
法
人
ま
た
は
個
人

の
う
ち
、
事
業
用
資
産
を
所
有
し
て

い
る
人
が
対
象
で
す
。

　

ま
た
、
以
下
の
人
も
償
却
資
産
の

申
告
が
必
要
で
す
。

◇
工
場
、
商
店
を
経
営
し
て
い
る
人

◇
農
業
、
漁
業
を
営
ん
で
い
る
人

◇
飲
食
店
を
経
営
し
て
い
る
人

◇
理
容
業
、
美
容
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン

　

グ
業
を
営
ん
で
い
る
人

◇
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
、
施
術
所

　

を
経
営
し
て
い
る
人

◇
ア
パ
ー
ト
、
駐
車
場
を
経
営
し
て

　

い
る
人

◇
太
陽
光
発
電
設
備
（
事
業
用
）
を

　

設
置
し
て
い
る
人

▼
提
出
す
る
も
の

　

償
却
資
産
申
告
書

※
資
産
に
異
動
が
あ
る
場
合
、
種
類

　

別
明
細
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
前
年
中
に
資
産
の
異
動
が
な
い
場

　

合
や
、
減
価
償
却
を
終
え
て
い
る

　

場
合
、
廃
業
・
休
業
さ
れ
た
場
合

　

も
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
に
つ
い
て

　

さ
ら
に
、
個
人
事
業
者
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
の
定
め
に
よ
り
、
償
却

資
産
申
告
書
の
提
出
の
際
に
本
人
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
と
身
元
確
認
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
告
書
に
併
せ
て
、次
の
書
類（
①

ま
た
は
②
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
写
し

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
表
面
、

　

裏
面
）

②
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
本
人
確
認
書

　

類
（
運
転
免
許
証
等
）

※
代
理
人
が
申
告
書
を
持
参
す
る
場

　

合
は
、
委
任
状
・
個
人
事
業
主
の

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通

　

知
カ
ー
ド
・
代
理
人
自
身
の
本
人

　

確
認
書
類
（
個
人
事
業
者
の
本
人

　

確
認
書
類
は
不
要
）
が
必
要
と
な

　

り
ま
す
。

▼
提
出
期
限　

１
月
31
日
（
水
）

※
償
却
資
産
所
有
者
を
対
象
に
申
告

　

内
容
の
確
認
の
た
め
に
実
地
調
査

　

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
調
査

　

の
際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

「
境
港
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」
配
布

　　

市
役
所
で
の
各
種
手
続
き
や
制
度

案
内
の
ほ
か
、
地
域
生
活
情
報
な
ど

の
市
民
生
活
に
必
要
な
情
報
を
ま
と

め
た
「
境
港
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
便
利
帳
は
、
１
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
か
け
て
、
順
次
各
世
帯
へ
業

者
が
配
布
を
行
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
置
い

て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
生
活
の
中

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
１
月
中
に
届
か
な
い
場
合
は
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
広
報
情
報
係

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
０
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

市報さかいみなと　18
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入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
（
業
務
）
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
３
）

農
業
委
員
会
情
報

農
地
の
転
用
に
つ
い
て

　

農
地
を
農
地
以
外
に
使
用
す
る
こ

と
を
農
地
転
用
と
い
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
畑
や
田
を
整
地
し
て
住

宅
な
ど
を
建
築
し
た
り
、
駐
車
場
に

す
る
こ
と
、
ま
た
作
業
小
屋
等
の
農

業
用
施
設
建
築
等
も
該
当
し
ま
す
。

　

農
地
転
用
を
す
る
場
合
、
農
地
法

に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。（
市

街
化
区
域
の
場
合
は
、
届
け
出
が
必

要
で
す
。）

　

ま
た
、
過
去
に
住
宅
な
ど
を
建
築

し
、
地
目
が
畑
等
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
場
合
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

法
務
局
で
地
目
変
更
の
手
続
き
を
忘

れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

許
可
申
請
、
届
け
出
の
受
け
付
け

は
、
農
業
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
農
業
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

小
規
模
企
業
共
済
制
度

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
と
は
、
個

人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
含
む
）・

会
社
な
ど
の
役
員
が
事
業
を
や
め
る

場
合
な
ど
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め

資
金
を
準
備
し
て
お
く
共
済
制
度
で

す
。

　

小
規
模
企
業
の
経
営
者
の
た
め
の

退
職
金
制
度
と
い
え
ま
す
。

　

　

掛
金
が
全
額
所
得
控
除
と
な
る
た

め
節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

が
運
営
し
、
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、

青
色
申
告
会
、
金
融
機
関
の
本
支
店

な
ど
の
窓
口
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１
７
１
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

韓
国
＆
ロ
シ
ア
を
楽
し
も
う

　

韓
国
と
ロ
シ
ア
を
満
喫
す
る
１
日
。

　

韓
国
民
族
芸
能
「
サ
ム
ル
ノ
リ
」

の
生
演
奏
や
、
韓
国
料
理
の
ふ
る
ま

い
、
韓
国
特
産
品
・
マ
ト
リ
ョ
ー
シ

カ
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
内

▼
料　

金

　

入
館
料
無
料
（
当
日
の
み
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

種 別 建築

工 事 名
（ 業 務 名 ）

境港市渡体育館
改修工事

入 札 日 11 月 17 日

予 定 価 格 65,290 千円

落 札 額 64,368 千円

落 札 率 98.6%

落 札 者 ㈱リンクス

▼問い合わせ先

　米子市水道局給水課

　　　　　　（☎３２－６１１３・６１１４・６１１５）

　米子市水道局境港営業所

　　　　　　（☎４２－３０８０）

米子市水道局からのお知らせ
　冬の時期は、凍結などによる水道管の破裂などが起こること

があります。再度ご家庭の水道管を点検し冬に備えましょう。

パッキン☆マン
～水道管にも冬じたくを～

①

②

③

④

19　平成３０年１月
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図
書
館
廃
棄
本
無
料
提
供

　

市
民
図
書
館
の
廃
棄
本
を
無
料
で

提
供
し
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

市
民
図
書
館
分
館
入
口
付
近

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
９
）

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

　

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族

１
人
に
対
し
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い

人
は
お
早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
順　

番

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

　

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

　

る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

　

人
②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

　

兄
弟
姉
妹

④
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
３

　

親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
③
、
④
に
つ
い
て
は
要
件
が
あ
り

　

ま
す
。

▼
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名

国
債

▼
請
求
期
限　

４
月
２
日
（
月
）

▼
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
4
）

自
治
会
等
の
団
体
へ
の

小
型
除
雪
機
の
貸
し
出
し

　

市
内
の
生
活
道
路
、
歩
道
な
ど
の

除
雪
を
行
う
自
治
会
な
ど
に
、
公
民

館
に
配
備
し
て
い
る
小
型
除
雪
機
を

貸
し
出
し
ま
す
。

▼
貸
出
対
象
者

　

自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
等
の
団

体▼
除
雪
作
業
の
範
囲

　

生
活
道
路
、
歩
道
、
除
雪
困
難
世

帯
の
間
口
や
通
路
等
の
除
雪

▼
除
雪
機
の
貸
出
日
数

　

原
則
、
１
回
の
貸
し
出
し
に
つ
き

２
日
以
内

※
貸
出
台
数
は
１
台
で
す
。

▼
費
用
負
担
に
つ
い
て

◇
貸
し
出
し
は
無
料
で
す
。

◇
除
雪
機
の
運
搬
費
用
は
、
団
体
負

　

担
で
す
。

◇
除
雪
機
の
燃
料
は
、
市
が
用
意
し

　

ま
す
。

▼
貸
し
出
し
の
手
続
き

　

公
民
館
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
安
全
の
確
保

　

除
雪
作
業
は
２
人
以
上
で
安
全
を

確
認
し
な
が
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
は
市
民
総
合
賠
償
補
償
保
険
の

範
囲
で
補
償
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
１
）

第
15
回
カ
ニ
感
謝
祭

　

妖
怪
の
着
ぐ
る
み
た
ち
と
一
緒
に

パ
レ
ー
ド
し
て
、
リ
ヤ
カ
ー
い
っ
ぱ

い
の
カ
ニ
を
妖
怪
神
社
に
奉
納
し
ま

す
。

　

パ
レ
ー
ド
参
加
者
に
は
、
カ
ニ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

先
着
で
カ
ニ
料
理
の
ふ
る
ま
い
、

芸
能
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
中
の
た
め
、
集
合

場
所
を
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
公
園
で
開
催

中
の
「
世
界
妖
怪
会
議
」
の
会
場
に

変
更
し
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ

　

Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
公
園
（
世
界
妖
怪

会
議
会
場
）
か
ら
妖
怪
神
社

▼
パ
レ
ー
ド
参
加
申
し
込
み

　

Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
公
園
（
世
界
妖
怪

会
議
会
場
）
で
、
当
日
午
前
10
時
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。（
先
着
３
０
０

人
）

※
雨
天
の
場
合
、
式
典
・
パ
レ
ー
ド

　

は
中
止
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
カ
ニ
水
揚
げ
日
本
一
Ｐ
Ｒ
実

行
委
員
会
（
水
産
課
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
５
）

催催  

しし

コミュニティ助成事業
　平成２９年度宝くじの社会貢献広報事業により、米川町防災会

が倉庫や折り畳みリヤカー、かまどセット、エンジンポンプなど

の備品を整備しました。

　この事業で購入した備品は、地域での自主防災活動に役立って

います。　　　

▼問い合わせ先　自治防災課自治防災係（☎４７－１０２３）

 

 

第

10
回
特
別
弔
慰
金
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第
10
回
女
性
農
業
者
の
集
い

　

女
性
農
業
者
が
集
い
、
仲
間
づ
く

り
と
資
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

女
性
農
業
者
等
、
活
動
の
趣
旨
に

理
解
・
関
心
の
あ
る
人

▼
と　

き　

２
月
６
日
（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー　

第
４
、５
会
議
室

▼
内　

容

①
講　

演

◇
演　

題

　

よ
り
良
い
農
業
経
営
を
目
指
し
て

〜
Ｇギ

ャ

ッ

プ

Ａ
Ｐ
っ
て
？
ま
ず
は
身
の
回
り

の
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
〜

◇
講　

師

　

森
岡
宏ひ
ろ

顕あ
き

さ
ん
（
鳥
取
県
西
部
農

業
改
良
普
及
所
）

②
事
例
紹
介

　

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
商

品◇
快
適
な
農
作
業
用
イ
ン
ナ
ー
ウ
エ
ア

◇
女
性
の
声
を
元
に
開
発
し
た
軽
ト

　

ラ
ッ
ク

③
フ
リ
ー
タ
イ
ム
交
流
会
（
１
分
間

ス
ピ
ー
チ
も
行
い
ま
す
）

▼
参
加
費　

千
円（
交
流
会
参
加
者
）

▼
申
込
期
限　

１
月
22
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

女
性
農
業
者
の
集
い
実
行
委
員
会

事
務
局
（
鳥
取
県
西
部
農
業
改
良
普

及
所
内
）　　
（
☎
31
‐
９
６
９
０
）

informationinformation

地域包括支援センターからのお知らせ

認知症になっても安心して暮らせる

まちづくり市民大会

　誰もがかかる可能性のある「認知症」について、正しい

知識や予防方法をわかりやすく、楽しく学んでみません

か？

▼と　き

　１月２０日（土）　午後１時１５分～３時３０分

　※開場は午後０時１５分

▼ところ　文化ホール

▼内　容

①市の認知症対策について

②講演会

◇演　題

　心理学者に聞く　みんなが笑顔になる認知症の話

　～正しい知識から予防・対応まで～

◇講　師　竹
たけ

田
だ

伸
しん

也
や

さん（鳥取大学大学院　医学系研

　　　　　究科講師・臨床心理士）

③運動実践

◇演　題

　身体も心も若返る！みんなで笑って健康づくり

◇講　師　松
まつ

田
だ

万
ま

里
り

さん（健康運動指導士）

家族介護教室「いきいき介護講座」

　介護者の負担の少ない介護技術を、実践をふまえて学び

ます。（平成29年７月に開催したものと同じ内容です。）

▼対　象　介護している家族および介護に関心のある人

▼と　き　１月３０日（火）　午後１時３０分～３時

▼ところ　介護老人保健施設はまかぜ

▼テーマ　頑張らない・らくらく介護を学ぼう

▼講　師　介護老人保健施設はまかぜ介護福祉士等

▼定　員　１５人

▼申込期限　１月２２日（月）

▼申し込み・問い合わせ先
　長寿社会課地域包括支援センター
　　　　　　　　　（☎４７－１１３１）

おれんじカフェさかいみなと

　認知症になっても住み慣れた地域で暮らすために、認知

症に関心のある人が気軽に集まり、お茶を飲みながら語

らい過ごせる場所として、「おれんじカフェさかいみなと」

を始めます。

　今回はオープニング講演会を開催します。

▼と　き　１月２９日（月）　午前１０時～正午

▼ところ　老人福祉センター（浜の里）

▼内　容

　 認知症なんでも相談会～認知症の対応について～

▼講　師

　吉
よし

野
の

立
りゅう

さん（認知症の人と家族の会　代表）

▼定　員　４０人

▼参加費　２００円

※１月２５日（木）までに事前申し込みが必要です。

低栄養を予防するための講演会

　低栄養から寝たきりに至ることがあります。

　健康寿命を延伸するためにも、栄養をしっかりとって、

元気な体づくりに取り組みましょう。

▼と　き　２月１３日（火）　午後１時３０分～３時

▼ところ　保健相談センター

▼内　容　

◇演　題　今の元気を明日も続けていくために

　　　　　～美味しく楽しく食べる～

◇講　師

　阿
あ

部
べ

暁
ぎょう

子
こ

さん（（公社）鳥取県栄養士会　管理栄養士）

※２月８日（木）までに事前申し込みが必要です。　

　地域包括支援センターから、イベントや講演会などの情報をお知らせします。各内容についての申し
込みやお問い合わせは長寿社会課地域包括支援センターまでご連絡ください。
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拉
致
問
題
人
権
学
習
会

（
第
２
回
人
権
学
習
講
座
）

　

一
人
ひ
と
り
の
声
が
、
何
よ
り
も

強
い
力
と
な
り
、
拉
致
問
題
の
早
期

解
決
を
実
現
し
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

▼
内　

容

①
拉
致
問
題
概
要
説
明

②
啓
発
ビ
デ
オ
視
聴

③
拉
致
被
害
者
ご
家
族
（
松ま
つ

本も
と

孟
は
じ
め

さ

　

ん
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

な
ど

▼
入
場
料　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
事

務
局
（
地
域
振
興
課
人
権
政
策
室
）　　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

第
24
回
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
タin

境
港

　

市
内
の
小
・
中
学
校
、
高
校
の
金

管
バ
ン
ド
や
吹
奏
楽
部
、
一
般
の
吹

奏
楽
団
が
楽
し
い
演
奏
を
繰
り
広
げ

ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
出　

演

　

市
内
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、

さ
か
い
み
な
と
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
少
年
少
女
合

唱
団

▼
整
理
券
配
布
場
所

　

生
涯
学
習
課
、
市
民
会
館
、
公
民

館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
市
内
の

小
・
中
学
校
お
よ
び
高
校

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

子
ど
も
わ
い
わ
い
カ
ー
ニ
バ
ル

▼
と　

き　

２
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

「
子
ど
も
フ
リ
マ
」
出
店
者
募
集

▼
条　

件

　

小
学
生
（
３
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）
で
、
事
前
説
明
会
に
必
ず
出

席
で
き
る
人

▼
出
店
料　

１
店
舗
５
０
０
円

▼
定　

員　

先
着
10
組

▼
事
前
説
明
会

◇
と　

き　

１
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

◇
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
親
と
子
ど
も
の
劇
場
事
務
局

（
☎
０
８
０
‐
２
９
０
２
‐
５
５
３
３
）

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り

推

進

会

議

委

員

　

市
民
の
行
政
活
動
へ
の
参
加
や
市

民
活
動
団
体
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
本
市
の
取
り

組
み
に
対
し
て
助
言
な
ど
を
行
う

「
境
港
市
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推

進
会
議
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
満
18
歳
以
上

の
人
（
平
日
夜
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人
）

▼
募
集
人
数　

若
干
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
書
類
審
査

　

の
う
え
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

▼
任　

期

　

平
成
30
年
３
月
か
ら
２
年
間

▼
業
務
内
容

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
諸
課
題

の
協
議
、
市
民
活
動
補
助
金
の
審
査
、

参
加
と
協
働
の
実
施
状
況
の
評
価
等
。

▼
会
議
開
催　

年
５
回
程
度

※
会
議
出
席
の
都
度
、
報
酬
を
支
給

　

し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　

自
己
紹
介
と
応
募
動
機
を
４
０
０

字
（
原
稿
用
紙
１
枚
）
程
度
に
ま
と

め
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

１
月
31
日
（
水
）
必
着

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
４
）

　
　
　
　
　
　

 

FAX

47
‐
１
２
０
５

Mailchiikishinkou@city.sakaim
inato.lg.jp

高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

高
齢
者
の
福
祉
、
介
護
の
指
針
と

な
る
当
計
画
の
見
直
し
を
行
う
に
あ

た
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市

民
意
見
の
募
集
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
計
画
（
案
）
公
開
場
所

◇
各
公
民
館

◇
長
寿
社
会
課

◇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
提
出
方
法

　

意
見
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を

明
記
し
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
意
見
へ
の
回
答

　

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
討
内
容
を
公
表

し
ま
す
。

▼
提
出
期
限　

１
月
24
日
（
水
）

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
８
）

　
　
　
　
　
　

 

FAX

44
‐
２
１
２
０

Mailchoju@
city
.sakaim

in
ato.lg.jp

米
子
市
水
道
事
業
基
本
計
画
（
案
）

に
対
す
る
ご
意
見

　

米
子
市
水
道
局
で
は
、
中
・
長
期

的
な
事
業
運
営
の
指
針
と
し
て
、「
米

子
市
水
道
事
業
基
本
計
画
（
案
）
〜

新
・
米
子
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
〜
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
素
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

　

計
画
（
案
）
の
資
料
は
、
米
子
市

水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

ほ
か
、
米
子
市
水
道
局
窓
口
、
米
子

市
水
道
局
境
港
営
業
所
、
公
民
館
に

閲
覧
場
所
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
意
見
の
募
集
期
間

　

１
月
22
日（
月
）〜
２
月
23
日（
金
）

▼
意
見
の
提
出
方
法

　

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
意
見
と

一
緒
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

閲
覧
場
所
ま
た
は
米
子
市
水
道
局

計
画
課
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
３
‐
０
０
０
８

　

米
子
市
車
尾
南
二
丁
目
８
‐
１

　

米
子
市
水
道
局
計
画
課
計
画
推
進

係　
　
　
　
　
（
☎
32
‐
９
９
３
０
）

　
　
　
　
　
　

FAX

23
‐
３
５
３
０

Mailsu
ido-keikaku

3@
city
.y
on
ag
o.

lg
.jp

informationinformationinformationinformation

募募  

集集
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生
誕
96
年
・
水
木
し
げ
る

生

誕

祭

参

加

者

　

水
木
し
げ
る
先
生
の
ふ
る
さ
と
へ

の
功
績
に
感
謝
し
、
誕
生
月
で
あ
る

３
月
に
人
間
と
妖
怪
が
一
緒
に
先
生

の
生
誕
を
お
祝
い
す
る「
生
誕
96
年
・

水
木
し
げ
る
生
誕
祭
」
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と　

き　

３
月
３
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
予

定
）

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
内　

容

　

水
木
し
げ
る
先
生
の
生
誕
96
年
を

参
加
者
と
一
緒
に
お
祝
い
し
ま
す
。

◇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

◇
ゲ
ゲ
ゲ
談
義
２
０
１
８

　

ゲ
ス
ト
に
野の

沢ざ
わ

雅ま
さ

子こ

さ
ん（
声
優
）

を
迎
え
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
を
行
い
ま
す
。そ
の
他
、ス
ペ
シ
ャ

ル
ゲ
ス
ト
も
続
々
登
場
し
ま
す
。

◇
豪
華
賞
品
が
当
た
る
ク
イ
ズ
大
会

◇
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

▼
参
加
人
数　

先
着
３
５
０
人

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
、

参
加
希
望
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
仮
装
す
る
人
は
妖
怪
名
ま
た

は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
を
記
入
し
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、
タ
イ
ト
ル

　

に
「
水
木
し
げ
る
生
誕
祭
申
込
」

　

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
ハ
ガ
キ
の
場
合
、通
商
観
光
課「
水

　

木
し
げ
る
生
誕
祭
」
係
宛
て
に
送

　

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
、
１
通

　

に
つ
き
５
人
ま
で
と
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

２
月
９
日
（
金
）

▼
事
前
申
込
特
典

◇
事
前
に
参
加
申
し
込
み
し
た
人
に

　

は
特
製
招
待
状（
先
着
３
５
０
人
）

　

を
送
り
ま
す
。
特
製
招
待
状
を
持

　

参
し
た
人
は
、
指
定
さ
れ
た
区
画

　

の
席
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◇
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
席
数

　

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
お
断
り

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
仮
装
し
て
参
加
さ
れ
る
人
へ
】

　

仮
装
し
て
参
加
し
た
人
に
は
、
当

日
文
化
ホ
ー
ル
に
て
限
定
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

▼
仮
装
の
条
件
等

◇
仮
装
は
水
木
し
げ
る
先
生
の
作
品

　

に
登
場
す
る
妖
怪
と
キ
ャ
ラ
ク
タ

　

ー
に
限
定
し
ま
す
。（
そ
れ
以
外

　

の
仮
装
や
水
木
先
生
本
人
の
仮
装

　

は
禁
止
）

◇
「
帽
子
だ
け
」
や
「
ワ
ン
ポ
イ
ン

　

ト
の
飾
り
だ
け
」
等
の
仮
装
は
記

　

念
品
贈
呈
の
対
象
外
と
し
ま
す
。

◇
何
の
妖
怪
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
仮

　

装
を
し
て
い
る
か
分
か
る
も
の

　
（
書
籍
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
）
を
当

　

日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
仮
装
の
着
替
え
は
文
化
ホ
ー
ル
で

　

は
で
き
ま
せ
ん
。
無
料
着
替
え
場

　

所
の
し
お
さ
い
会
館
（
水
木
し
げ

　

る
ロ
ー
ド
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ

　

い
。

※
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
〜
文
化
ホ
ー
ル
間

　

は
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

　

ま
す
。

▼
限
定
記
念
品

　

水
木
し
げ
る
先
生　

生
誕
96
歳
限

定
グ
ラ
ス　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
８
５
０
１

　

境
港
市
上
道
町
３
０
０
０

　

通
商
観
光
課
通
商
観
光
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
８
）

Mail

m
izu
k
i.b
irth
d
ay
9
6
@
g
m
ail.

co
m

水
木
し
げ
る
生
誕
祭
出
店
者

▼
出
店
日
時　

３
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
場　

所　

Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
公
園

▼
出
店
条
件

◇
境
港
市
内
ま
た
は
境
港
近
郊
の
事

　

業
者
で
あ
る
こ
と

◇
境
港
の
食
材
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ

　

ー
を
最
低
で
も
１
種
類
提
供
す
る

　

こ
と

※
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー
は
、
境
港
の

　

食
材
を
使
用
し
た
も
の
、
水
木
先

　

生
の
好
物
、
水
木
家
の
食
卓
に
よ

　

く
出
て
き
た
も
の
等
を
想
定
し
て

　

い
ま
す
。

▼
出
店
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

指
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
し
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

１
月
４
日
（
木
）
〜
31
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

通
商
観
光
課
通
商
観
光
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
８
）

水
木
し
げ
る
記
念
館

避
難
訓
練
参
加
者

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
の
初
の
試
み

と
し
て
、
入
館
者
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
〜
６
時

※
午
後
５
時
以
降
は
無
料
で
入
館
い

　

た
だ
け
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

水
木
し
げ
る
記
念
館

▼
特　

典

　

参
加
者
全
員
に
「
水
木
し
げ
る
記

念
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
備　

考

◇
少
雨
決
行
、
荒
天
中
止
で
す
。

◇
雨
天
時
の
開
催
の
有
無
は
、
当
日

　

の
正
午
ま
で
に
水
木
し
げ
る
記
念

　

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
木
し
げ
る
記
念
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
１
７
１
）

第
４
回
日
本
健
康
マ
ス
タ
ー
検
定

　

超
高
齢
社
会
の
な
か
で
、
ま
す
ま

す
若
々
し
く
、
い
き
い
き
と
暮
ら
し

て
い
く
為
に
必
要
な
知
識
と
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？

▼
と　

き　

３
月
18
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

松
江
市
内

▼
コ
ー
ス
お
よ
び
受
験
料
（
税
込
）

◇
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス　
　

５
千
円

　

健
康
情
報
の
真
偽
を
見
極
め
る
力

を
身
に
つ
け
、
い
き
い
き
と
過
ご
し

た
い
人

◇
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス　

８
千
円

　

他
者
に
対
し
て
も
健
康
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ

け
た
い
人　

▼
申
込
期
間

　

１
月
５
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
２

月
５
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
先

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://k
en
k
en
.o
r.jp
/

※
ま
た
は
「
健
検
」
で
検
索

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
日
本
健
康
生
活
推
進
協

会
　
（
☎
03
‐
６
２
８
８
‐
８
４
４
７
）

informationinformationinformationinformation
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informationinformationinformationinformation

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

教

室

参

加

者

▼
対　

象

　

中
学
生
以
上
の
市
内
在
住
お
よ
び

勤
務
者

▼
と　

き　

２
月
４
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

３
時

※
当
日
、
午
前
９
時
30
分
に
だ
い
せ

　

ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

　

セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
ス

キ
ー
場

▼
講　

師

◇
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
員

◇
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
協
会
イ
ン
ス

　

ト
ラ
ク
タ
ー

▼
受
講
料　

２
千
円

▼
募
集
人
数
（
先
着
順
）

◇
ス
キ
ー　
　
　
　

10
人

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド　

５
人

▼
申
込
期
限　

２
月
２
日
（
金
）

▼
そ
の
他

◇
応
急
処
置
は
行
い
ま
す
が
、
責
任

　

は
一
切
負
い
ま
せ
ん
。
各
自
で
傷

　

害
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
雪
不
足
、
気
象
条
件
な
ど
で
中
止

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
体
育
協
会
（
市
民
体
育
館

内
）　　
　
　

 

（
☎
42
‐
６
７
７
０
）

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

大

会

参

加

者

　

市
民
総
合
体
育
大
会
（
ス
キ
ー
競

技
の
部
）
兼
境
港
市
民
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
ス

キ
ー
場
（
上
ノ
原
エ
リ
ア
）

▼
競
技
種
目

　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
部　

門

◇
ス
キ
ー
の
部

・
小
学
生
男
子

・
小
学
生
女
子

・
一
般
男
子
（
中
学
生
以
上
）

・
一
般
女
子
（
中
学
生
以
上
）

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
中
学
生
以
下
）

・
男
子
の
部
（
オ
ー
プ
ン
）

・
女
子
の
部
（
オ
ー
プ
ン
）

▼
参
加
資
格

　

市
内
在
住
お
よ
び
勤
務
者
、
市
ス

キ
ー
協
会
員

※
オ
ー
プ
ン
参
加
資
格
は
境
港
市
在

　

住
者
・
勤
務
者
以
外
も
認
め
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　

２
月
13
日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
体
育
協
会
（
市
民
体
育
館

内
）　　
　
　

 

（
☎
42
‐
６
７
７
０
）

　４月に高校、大学、専門学校等に進学する人で就学支度資金（入学金、制服代など）、修学資金（授業料、

実習費、教科書代、通学費など）の貸し付けを希望する人はご相談ください。ただし、経済状況などに

より貸し付けができない場合があります。

▼対象者

　母子家庭の母、父子家庭の父、父母のいない児童（２０歳未満の者）、寡婦

▼貸付金額（必要経費のみ、限度額）

　上記記載の金額は、自宅通学の場合の金額です。

　自宅外通学、高専、短大、専門学校への進学を希望する人は、お問い合わせください。

▼注意点

◇修学資金は、鳥取県育英奨学資金との併用はできません。

◇無利子ですが、原則、県内在住の連帯保証人が必要です。

◇相談から入金まで１カ月半～２カ月程度かかりますので

　早めに相談してください。

◇入学金等の支払いをした後での貸付はできません。

▼問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　（☎４７－１０７７）

母子及び父子並びに寡婦福祉資金貸付制度

高校 国公立 私立

就学支度資金 １５０, ０００円 ４１０, ０００円

修学資金 ２７, ０００円／月 ４５, ０００円／月

大学（４年制） 国公立 私立

就学支度資金 ３７０, ０００円 ５８０, ０００円

修学資金 ６７, ５００円／月 ８１, ０００円／月
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市
民
農
園
利
用
者

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
農
業

に
親
し
ん
で
も
う
ら
た
め
、
市
内
３

カ
所
（
中
浜
・
竹
内
・
中
野
）
に
市

民
農
園
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
休
日
や
余
暇
を
利
用

し
て
、
収
穫
の
喜
び
を
実
感
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

　

市
内
在
住
の
新
規
利
用
者
（
１
世

帯
１
区
画
ま
で
）

▼
利
用
料
金
（
年
額
）

　

２
３
０
０
円
〜
２
５
０
０
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

一

株

植

樹

運

動

　

一
株
植
樹
運
動
は
、
毎
年
実
施
し

て
い
る
緑
化
推
進
運
動
の
１
つ
で
、

記
念
植
樹
や
家
庭
環
境
の
緑
化
な
ど

に
適
し
た
優
良
な
苗
木
を
格
安
で

あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

▼
種　

類

　

ク
ヌ
ギ
、
豊
後
ウ
メ
、
オ
リ
ー
ブ
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ほ
か
全
30
種

※
花
の
色
な
ど
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。

▼
価
格
（
１
株
）　

95
〜
７
５
０
円

▼
申
し
込
み
方
法

　

商
工
農
政
課
窓
口
で
配
布
す
る
申

込
書
に
記
入
し
、
代
金
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

２
月
９
日
（
金
）

▼
配
布
日　

３
月
９
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

３
月
入
所
生（
離
職
者
対
象
）

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
で
は
職

業
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
も

の
づ
く
り
の
技
能
・
技
術
お
よ
び
専

門
知
識
を
身
に
つ
け
る
訓
練
を
行
っ

て
お
り
、
初
心
者
も
基
礎
か
ら
学
べ

る
の
で
安
心
で
す
。

　

ま
た
、
就
職
支
援
の
シ
ス
テ
ム
も

充
実
し
て
い
ま
す
。
手
に
職
を
つ
け

た
い
、
自
分
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
を

身
に
つ
け
た
い
と
い
う
求
職
者
に
お

す
す
め
の
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間

　

３
月
２
日（
金
）〜
８
月
27
日（
月
）

▼
募
集
訓
練
科

①
産
業
技
術
科

②
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
若
年
者
コ
ー

ス
）

※
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
若
年
者
コ
ー

　

ス
）
の
対
象
者
は
お
お
む
ね
45
歳

　

以
下
の
若
年
求
職
者
と
さ
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。
１
カ
月
の
企
業
実

　

習
付
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
募
集
定
員　

各
15
人

▼
募
集
期
間

　

１
月
16
日（
火
）〜
２
月
９
日（
金
）

▼
入
所
資
格　

求
職
中
の
人

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費
が
別
途
必

　

要
で
す
。

▼
そ
の
他

　

雇
用
保
険
受
給
者
で
諸
条
件
を
満

た
す
人
は
訓
練
最
終
日
ま
で
受
給
期

間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
人
も
一

定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受

講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

※
１
月
24
日
（
水
）、２
月
７
日
（
水
）

　

に
見
学
会
、
２
月
１
日
（
木
）
に

　

体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子　

訓
練

科　
　
　
　
　
（
☎
27
‐
５
１
１
５
）

納

税

相

談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

１
月
31
日
（
水
）、２
月
28
日
（
水
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

年

金

相

談

▼
と　

き

　

１
月
10
日
（
水
）、３
月
14
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
・
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

▼
と　

き　

１
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
研
修
室
１

▼
内　

容

　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産
贈
与
・
売

買
、
登
記
、
借
金
・
多
重
債
務
問
題
、

そ
の
他
の
法
律
問
題
な
ど

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４
）

《 

お
詫
び
と
訂
正 

》

　

市
報
12
月
号
の
年
末
年
始
の
業
務

の
お
知
ら
せ
に
お
い
て
、「
文
化
ホ
ー

ル
」・「
海
と
く
ら
し
の
史
料
館
」
の

営
業
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
月
５
日
（
金
）
は
、
ど
ち
ら
も

営
業
し
て
い
ま
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

informationinformationinformationinformation

相相  

談談
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美哉幼稚園 びさい交流会
【わくわくクラブ 「正月遊び♪」「体を使って遊ぼう」】

　寒さに負けずにたくさん遊ぼう！

▼と　き　１月１８日（木）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

【園庭・えほん館の開放】

　毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の貸

し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　（☎４２－２８３９）

　内容についての詳細は、各施設に直接お問

い合わせください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い

合わせ先と同じです。

聖心幼稚園 にこにこひろば
【園庭解放】

　未就園児を対象に園庭開放しています。

▼対　象　未就園児親子、在園児親子

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　（☎４２－２０４０）

子育てひろば

きらきら・ひまわり情報
【ひまわりタイム＆歯科衛生士さんの歯科指導】

▼と　き　１月１６日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

　　　　　※事前申し込み不要

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼持参するもの　歯ブラシ、コップ、タオル

▼内　容　歯科指導と親子ふれあい遊び、おはなし

【０歳さんあつまれ～】

▼対　象　満１歳までの子どもと保護者

▼と　き　１月３０日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　

　◇親子ふれあいあそび、絵本の読み聞かせ

　◇離乳食、発達、しつけ等の相談

　◇月齢に応じたグループに分かれての交流

　　（子育てについての情報交換等）

▼定　員　３０組

▼申込期限　１月２６日（金）

【きらきらタイム】

　◇と　き　毎週木曜日　午前１１時～

　◇ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

　◇と　き　第１～第３火曜日　午前１０時３０分～

　◇ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼問い合わせ先

　◇こども支援センター「きらきら」　

　　　　　　　　　　　　　　　　（☎４５－０１１６）

　◇地域子育て支援センター「ひまわり」　

　　　　　　　　　　　　　　　　（☎２１－８１０３）

クラブ名 住所 電話番号

渡児童クラブ
渡町 1424 番地

（旧こまどり幼稚園内）
090-6832-0098

外江児童クラブ
外江町 2105 番地

（外江小学校内）
090-5376-8610

境児童クラブ
湊町 27 番地

（境小学校内）
090-9412-6543

上道児童クラブ
上道町 3026 番地

（上道小学校クラブハウス内）
090-7509-3145

余子児童クラブ
竹内町 3117 番地

（余子小学校内）
080-5615-2905

中浜児童クラブ
小篠津町 450 番地

（しらぎく会館内）
090-7374-4020

誠道児童クラブ
誠道町 2062 番地

（誠道小学校内）
090-5266-1645

夕日ヶ丘学童クラブ 夕日ヶ丘 1丁目 66 番地 45-4433

放 課 後 児 童 ク ラ ブ

入 会 児 童 募 集
▼対　象

　平成３０年４月に小学校に在学していて、就労等の理

由により昼間家庭に父母等がいない児童

▼受付期間　１月５日（金）～３１日（水）

※先着順ではありません。審査によって入会決定します。　　

※申請書は、学校教育課窓口および各児童クラブにあり

　ます。

※現在入会している人も入会申請が必要です。

※応募者多数の場合は、待機となる場合があります。

▼提出先　申請書類に記入し、入会を希望する児童クラ

ブに提出してください。

▼問い合わせ先

　◇学校教育課学事係（☎４７－１０８５）

　◇各児童クラブ（下表参照）

※夕日ヶ丘学童クラブ（民間）は、入会基準および受付期間

　等が上記と異なりますので、直接お問い合わせください。
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おむつ利用券のご案内

　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月ごとにおむつ

利用券（１回の申請につき３，０００円分）を交付して

います。１月の対象者は下記のとおりです。申請がま

だの人は、お早めに窓口までお越しください。

※お子さんの誕生月が平成２９年２月、５月、８月の人

　は、１月３１日（水）が申請期限ですので、ご注意く

　ださい。

※平成２９年６月、７月生まれのお子さんの場合、６

　カ月児健康診査の際にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）
▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　（☎４７－１０７７）

お子さんの誕生月 参　考

１回目 平成 29 年 8 月～ 10 月 出生月の３～５カ月後

２回目 平成 29 年 5 月～ 7月 出生月の６～８カ月後

３回目 平成 29 年 2 月～ 4月 出生月の９～１１カ月後

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７－１０９１）

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

 1 月 24 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 29 年 6 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

 2 月 21 日（水） 平成 29 年 7 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

 1 月 18 日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 28 年 6 月生まれの幼児

 2 月 15 日（木） 平成 28 年 7 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 1 月 11 日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 26 年 12 月生まれの幼児

 2 月  8 日（木） 平成 27 年 1 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

  2 月 6 日（火）

9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで） 妊産婦・乳幼児と保護者

妊活相談 9:30 ～ 12:00（受付 11:00 まで）２人目以降のお子さんを希望される人

離乳食講習会
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50～ 11:30（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝祭日を除く
 　「ひまわり」は木曜日を除く

乳幼児と保護者

こども支援センター
 「きらきら」（☎ 45-0116）

地域子育て支援センター
 「ひまわり」（☎ 21-8103）

両　 親　 学　 級
▼対　象　妊娠中の人とそのパートナー

※妊婦さんお一人の参加でも大丈夫です。

※これからお孫さんを迎えられるおじいちゃん、おばあ

　ちゃんもどうぞご参加ください。（これから新しい家

　族を迎える２人がどのような体験をするのかご覧くだ

　さい。）

▼と　き　１月２８日（日）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分

　　　　　※事前申し込みが必要

▼ところ　保健相談センター

▼主な内容

◇こころと身体をリラックス

　寒さで硬くなった身体をほぐしましょう。

◇絵本の読み聞かせ

　絵本で絆を深めよう。

※楽な服装でお出かけください。

※託児あり。希望者は申し込みの時にお知らせください。

▼申込期限　１月２６日（金）

▼申し込み・問い合わせ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４０）
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図書館に行こう図書館に行こう！！
と 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　いと 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　い

　プロローグからエピローグま

で一
いっ

気
き

に読
よ

めた。数
かず

々
かず

の逆
ぎゃっ

境
きょう

を

乗
の

り越
こ

え、子
こ

どもへの愛
あい

を描
か

き

続
つづ

けた絵
え

本
ほん

作
さっ

家
か

。その激
げき

動
どう

の生
しょう

涯
がい

を追
お

った決
けっ

定
てい

版
ばん

評
ひょう

伝
でん

。

　シリーズ最
さい

高
こう

傑
けっ

作
さく

との呼
よ

び声
ごえ

が高
たか

い作
さく

品
ひん

。ノラネコぐんだん

が、アイスのくにに到
とう

着
ちゃく

。でき

たてアイスを腹
はら

一
いっ

杯
ぱい

食
た

べたのだ

が…。次
つぎ

から次
つぎ

に、危
き

険
き

がせまる。

　ゴッホが自
みずか

らの片
かた

耳
みみ

を切
き

り落
お

とす…。なぜこんな衝
しょう

撃
げき

的
てき

な事
じ

件
けん

を引
ひ

き起
お

こしたのか？新
しん

発
はっ

見
けん

資
し

料
りょう

を通
とお

し、彼
かれ

の知
し

られざる一
いち

面
めん

を描
か

く傑
けっ

作
さく

ノンフィクション。

　『二
に

十
じゅう

億
おく

光
こう

年
ねん

の孤
こ

独
どく

』以
い

来
らい

、

第
だい

一
いっ

線
せん

であり続
つづ

ける詩
し

人
じん

。１８

歳
さい

のデビュー、女
じょ

性
せい

たちとの出
で

会
あ

い…。「国
こく

民
みん

的
てき

詩
し

人
じん

」の核
かく

心
しん

と日
に

本
ほん

戦
せん

後
ご

詩
し

の潮
ちょう

流
りゅう

に迫
せま

る。

今
こん

月
げつ

の新
しん

規
き

・寄
き

贈
ぞう

図
と

書
しょ

◇ママはしらないの？（絵
え

本
ほん

）

　　　　　　　　　　　　（ふくだいわお）

◇やもじろうとはりきち（絵
え

本
ほん

）

　　　　　　　　　　　　　　（降
ふり

矢
や

なな）

◇「昭
しょう

和
わ

」の子
こ

役
やく

　　　　　　（樋
ひ

口
ぐち

尚
なお

文
ふみ

）

◇これが人
にん

間
げん

か　　（プリーモ・レーヴィ）

◇視
し

覚
かく

の生
せい

命
めい

力
りょく

－イメージの復
ふっ

権
けん

－

　　　　　　　　　　　　　　　（柏
かしわ

木
ぎ

博
ひろし

）

◇『写
しゃ

真
しん

週
しゅう

報
ほう

』とその時
じ

代
だい

　上
じょう

・下
げ

　　　　　　　　　　　　　　　（玉
たま

井
い

清
きよし

）

◇回
かい

遊
ゆう

人
びと

　　　　　　　　　　（吉
よし

村
むら

萬
まん

壱
いち

）　　　　　　　　　

◇光
ひかり

の犬
いぬ

　　　　　　　　　　（松
まつ

家
いえ

仁
まさ

之
し

）

◇技
ぎ

術
じゅつ

屋
や

の王
おう

国
こく

　　　　　　　　（片
かた

山
やま

修
おさむ

）

◇背
はい

教
きょう

者
しゃ

の肖
しょう

像
ぞう

　　　　　　　（添
そえ

谷
や

育
やす

志
ゆき

）

◇東
とう

京
きょう

時
じ

間
かん

旅
りょ

行
こう

　　　　　　　　（鹿
か

島
しま

茂
しげる

）

◇江
え

戸
ど

川
がわ

乱
らん

歩
ぽ

と横
よこ

溝
みぞ

正
せい

史
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　　　（中
なか

川
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ゆう

介
すけ

）　　

◇ＰＡＮＡ通
つう

信
しん

社
しゃ
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後
ご

日
に

本
ほん

　（岩
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間
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ゆう

希
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）

◇日
に

本
ほん

のすごい味
あじ

　　　　　　（平
ひら

松
まつ

洋
よう

子
こ

）

　　　　　　　　　　　ほか、計
けい

353冊
さつ

市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

（☎47－1099）

◆開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

　午
ご

前
ぜん

９時
じ

３０分
ぷん

～午
ご

後
ご

６時
じ

３０分
ぷん

　　　　　【土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

は午
ご

後
ご

６時
じ

閉
へい

館
かん

】

◆休
きゅう

館
かん

日
び

　　毎
まい

月
つき

第
だい

２木
もく

曜
よう

日
び

・毎
まい

月
げつ

末
まつ

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/
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松ま
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猛
た
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ネ
コ
ぐ
ん
だ
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ア
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の
く
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工く

藤ど
う

ノ
リ
コ

ゴ
ッ
ホ
の
耳み

み

－

天て
ん

才さ
い

画が

家か

最さ
い

大だ
い

の
謎な

ぞ

－

バ
ー
ナ
デ
ッ
ト
・
マ
ー
フ
ィ
ー

詩し

人じ
ん

な
ん
て
呼よ

ば
れ
て

　

谷た
に

川
か
わ

俊
し
ゅ
ん

太た

郎ろ
う

・
尾お

崎
ざ
き

真ま

理り

子こ

お忘れなく！

市 県 民 税 ４ 期

国 民 健 康 保 険 税 ７ 期

後期高齢者医療保険料７期

介 護 保 険 料 ５ 期

の納期限は

１月３１日（水）
です

・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限
後２０日以内に督促状を発送します

清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの
お 知 ら せお 知 ら せ

▼問い合わせ先
　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）
　◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ 

　１月２１日（午前９時～正午）

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集
≪１月の対象日≫
　１月８日（月・成人の日）
※月曜日の収集該当地区のみの
　収集となります。
※当日は施設へのごみの持ち込
　みはできません。

市報さかいみなと　28



と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

1月 4日（木）
松本英

えい

三
ぞう

 版画展示
（～ 2月 25 日（日））

海とくらし
の 史 料 館

9：30 ～ 17：00
※休館日：火曜日

海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大人　400 円
小・中・高校生　100 円
※幼児・70 歳以上は無料

1 月 6 日（土）
1月 20 日（土）

古典講座「みんなで楽しく
『万葉集』を読もう」

市 民 会 館
中央公民館

14：00 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

1月 21 日（日）
第 24 回
ブラスフェスタ in 境港

文化ホール 13：30 ～ 16：00
境港市教育委員会
生涯学習課
☎ 47 － 1093

無　料
（要整理券）

1月 27 日（土）
絵本と紙芝居の会
（※英語絵本を一緒に楽しみましょ
う）

市民図書館 14：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール

－境港市の人口－
　　男　：16,632 人（－ 8）
　　女　：17,843 人（－ 20）
　合　計：34,475 人（－ 28）
　世帯数：15,159 世帯（－ 6）

　※平成 29 年 11 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます

一 

健
康
で
楽
し
く
働
き

　
　

 

明
る
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一 

互
い
に
助
け
合
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だ
れ
に
も
親
切
に
し
ま
し
ょ
う

一 

き
ま
り
を
守
り

　
　

 

公
共
の
物
を
た
い
せ
つ
に
し
ま
し
ょ
う

一 

自
然
の
美
を
生
か
し

　
　

 

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一 

豊
か
な
心
を
養
い

　
　

 

文
化
の
向
上
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

　
　
　

   　
　
　
　

〈
昭
和
45
年
11
月
３
日
制
定
〉

市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談 1月 11 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
☎０８５７－２４－５５４２

心配ごと相談
1月 12 日（金）
2月 9日（金）

13：00 ～ 16：00 老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）
※福祉相談は相談日以外
　でも受け付けています。

法 律 相 談
1月 19 日（金）
2月 2日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 1月 26 日（金） 13：00 ～ 16：00

多重債務・法律
相  談  会

1 月 18 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談 第２火曜日 10：30 ～ 12：30
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

こころの相談
カウンセリング

1月 22 日（月） 14：00 ～ 16：00
健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

ＤＶ（家庭内暴力）
電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8：30 ～ 17：15、第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9：00 ～ 19：00、第２土曜日 9：00 ～ 17：00）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

29　平成３０年１月
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1

市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。このコーナーに掲載を希望される

人は、取材職員にお声かけください。また、直接の受け付けも行ってい

ますので、地域振興課までご連絡ください。

 松本 泰
たいせい

成 ちゃん（H29.4.13 生） と

  お母さんの 麻
ま き こ

紀子 さん（夕日ヶ丘２丁目）
 
  ≪お子さんへのメッセージ≫

  　元気に大きく育ってね！

 遠藤 美
み

海
う

 ちゃん（H29.3.28 生） と

   お母さんの 恵
めぐみ

 さん（美保町）
 
  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

  　元気に育ってね♡

近藤 倫
りん

太
た

郎
ろう

 ちゃん（H29.4.18 生） と

   お母さんの 美
み

穂
ほ

 さん（小篠津町）
 
  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

  お姉ちゃんと仲良く元気に育ってね

　スルメイカ（シマメイカ）、ケンサキイカ（シロイカ）、ア

オリイカ、ソデイカ（ベニイカ）、ヤリイカ（テナシイカ）、

コウイカなど、境漁港には四季折々、さまざまなイカが水揚

げされます。これからの季節はスルメイカが水揚げされ、境

港では最もポピュラーなイカです。

　夏に水揚げされるシロイカほど甘味はないですが、その弾

力のある身は、コリコリと刺身としての歯ごたえが抜群です。

　イカ類は高タンパク低脂肪で、タウリンを多く含み、悪玉

コレステロールを減らし、善玉コレステロールを増やします。

　また、イカ墨に含まれるビタミンＥは、動脈硬化を予防し

ます。他にも肌のしわやくすみをなくしたり、頭痛や肩こり、

冷え症などの症状も緩和するなど、寒い時期にもぜひ食べて

いただきたい食材です。

　今回は、炒めるだけで簡単に出来る、逸品料理をご紹介い

たします。

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  29お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□作り方
①イカをさばいて、胴は輪切り、足などはぶつ切りにする。

②アスパラガスを斜め切りにする。

③フライパンにバターを入れ、イカとアスパラガスを入れ

　てさっと炒める。

※イカが白くなったら皿に盛り付ける。

※イカは６０℃を超えるとタンパク質の性質が変化して硬

　くなるので、加熱しすぎに注意しましょう。

イカのアスパラバター炒め

□材料（２人前）
　○イカ　　　　　１杯

　○アスパラガス　２本

　○バター　　　　２０ｇ

　※お好みで塩コショウ

第１５回カニ感謝祭は

１月２１日（日）に開催です。


